
  



  口語訳 新約聖書


  



  マタイによる福音書


  



  日本聖書協会　一九五四年版


  



  目次


  



  
    第一章

    第二章

    第三章

    第四章

    第五章

    第六章

    第七章

    第八章

    第九章

    第十章

    第十一章

    第十二章

    第十三章

    第十四章

    第十五章

    第十六章

    第十七章

    第十八章

    第十九章

    第二十章

    第二十一章

    第二十二章

    第二十三章

    第二十四章

    第二十五章

    第二十六章

    第二十七章

    第二十八章
  


  
    第一章


    
      1アブラハムの子こであるダビデの子こ、イエス・キリストの系図けいず。
    


    
      2アブラハムはイサクの父ちちであり、イサクはヤコブの父ちち、ヤコブはユダとその兄弟きょうだいたちとの父ちち、 3ユダはタマルによるパレスとザラとの父ちち、パレスはエスロンの父ちち、エスロンはアラムの父ちち、 4アラムはアミナダブの父ちち、アミナダブはナアソンの父ちち、ナアソンはサルモンの父ちち、 5サルモンはラハブによるボアズの父ちち、ボアズはルツによるオベデの父ちち、オベデはエッサイの父ちち、 6エッサイはダビデ王おうの父ちちであった。
    


    
      ダビデはウリヤの妻つまによるソロモンの父ちちであり、 7ソロモンはレハベアムの父ちち、レハベアムはアビヤの父ちち、アビヤはアサの父ちち、 8アサはヨサパテの父ちち、ヨサパテはヨラムの父ちち、ヨラムはウジヤの父ちち、 9ウジヤはヨタムの父ちち、ヨタムはアハズの父ちち、アハズはヒゼキヤの父ちち、 10ヒゼキヤはマナセの父ちち、マナセはアモンの父ちち、アモンはヨシヤの父ちち、 11ヨシヤはバビロンへ移うつされたころ、エコニヤとその兄弟きょうだいたちとの父ちちとなった。
    


    
      12バビロンへ移うつされたのち、エコニヤはサラテルの父ちちとなった。サラテルはゾロバベルの父ちち、 13ゾロバベルはアビウデの父ちち、アビウデはエリヤキムの父ちち、エリヤキムはアゾルの父ちち、 14アゾルはサドクの父ちち、サドクはアキムの父ちち、アキムはエリウデの父ちち、 15エリウデはエレアザルの父ちち、エレアザルはマタンの父ちち、マタンはヤコブの父ちち、 16ヤコブはマリヤの夫おっとヨセフの父ちちであった。このマリヤからキリストといわれるイエスがお生うまれになった。
    


    
      17だから、アブラハムからダビデまでの代だいは合あわせて十四代だい、ダビデからバビロンへ移うつされるまでは十四代だい、そして、バビロンへ移うつされてからキリストまでは十四代だいである。
    


    
      18イエス・キリストの誕生たんじょうの次第しだいはこうであった。母ははマリヤはヨセフと婚約こんやくしていたが、まだ一緒いっしょにならない前まえに、聖霊せいれいによって身重みおもになった。 19夫おっとヨセフは正ただしい人ひとであったので、彼女かのじょのことが公おおやけになることを好このまず、ひそかに離縁りえんしようと決心けっしんした。 20彼かれがこのことを思おもいめぐらしていたとき、主しゅの使つかいが夢ゆめに現あらわれて言いった、「ダビデの子こヨセフよ、心配しんぱいしないでマリヤを妻つまとして迎むかえるがよい。その胎内たいないに宿やどっているものは聖霊せいれいによるのである。 21彼女かのじょは男おとこの子こを産うむであろう。その名なをイエスと名なづけなさい。彼かれは、おのれの民たみをそのもろもろの罪つみから救すくう者ものとなるからである」。 22すべてこれらのことが起おこったのは、主しゅが預言者よげんしゃによって言いわれたことの成就じょうじゅするためである。すなわち、

      
        23「見みよ、おとめがみごもって男おとこの子こを産うむであろう。

        その名なはインマヌエルと呼よばれるであろう」。

      
これは、「神かみわれらと共ともにいます」という意味いみである。 24ヨセフは眠ねむりからさめた後のちに、主しゅの使つかいが命めいじたとおりに、マリヤを妻つまに迎むかえた。 25しかし、子こが生うまれるまでは、彼女かのじょを知しることはなかった。そして、その子こをイエスと名なづけた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1イエスがヘロデ王おうの代だいに、ユダヤのベツレヘムでお生うまれになったとき、見みよ、東ひがしからきた博士はかせたちがエルサレムに着ついて言いった、 2「ユダヤ人じんの王おうとしてお生うまれになったかたは、どこにおられますか。わたしたちは東ひがしの方ほうでその星ほしを見みたので、そのかたを拝おがみにきました」。 3ヘロデ王おうはこのことを聞きいて不安ふあんを感かんじた。エルサレムの人々ひとびともみな、同様どうようであった。 4そこで王おうは祭司長さいしちょうたちと民たみの律法りっぽう学者がくしゃたちとを全部ぜんぶ集あつめて、キリストはどこに生うまれるのかと、彼かれらに問といただした。 5彼かれらは王おうに言いった、「それはユダヤのベツレヘムです。預言者よげんしゃがこうしるしています、

      
        6『ユダの地ち、ベツレヘムよ、

        おまえはユダの君きみたちの中なかで、

        決けっして最もっとも小ちいさいものではない。

        おまえの中なかからひとりの君きみが出でて、

        わが民たみイスラエルの牧者ぼくしゃとなるであろう』」。

      

    


    
      7そこで、ヘロデはひそかに博士はかせたちを呼よんで、星ほしの現あらわれた時ときについて詳くわしく聞きき、 8彼かれらをベツレヘムにつかわして言いった、「行いって、その幼おさな子ごのことを詳くわしく調しらべ、見みつかったらわたしに知しらせてくれ。わたしも拝おがみに行いくから」。 9彼かれらは王おうの言いうことを聞きいて出でかけると、見みよ、彼かれらが東方とうほうで見みた星ほしが、彼かれらより先さきに進すすんで、幼おさな子ごのいる所ところまで行いき、その上うえにとどまった。 10彼かれらはその星ほしを見みて、非常ひじょうな喜よろこびにあふれた。 11そして、家いえにはいって、母ははマリヤのそばにいる幼おさな子ごに会あい、ひれ伏ふして拝おがみ、また、宝たからの箱はこをあけて、黄金おうごん・乳香にゅうこう・没薬もつやくなどの贈おくり物ものをささげた。 12そして、夢ゆめでヘロデのところに帰かえるなとのみ告つげを受うけたので、他たの道みちをとおって自分じぶんの国くにへ帰かえって行いった。
    


    
      13彼かれらが帰かえって行いったのち、見みよ、主しゅの使つかいが夢ゆめでヨセフに現あらわれて言いった、「立たって、幼おさな子ごとその母ははを連つれて、エジプトに逃にげなさい。そして、あなたに知しらせるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが幼おさな子ごを捜さがし出だして、殺ころそうとしている」。 14そこで、ヨセフは立たって、夜よるの間あいだに幼おさな子ごとその母ははとを連つれてエジプトへ行いき、 15ヘロデが死しぬまでそこにとどまっていた。それは、主しゅが預言者よげんしゃによって「エジプトからわが子こを呼よび出だした」と言いわれたことが、成就じょうじゅするためである。
    


    
      16さて、ヘロデは博士はかせたちにだまされたと知しって、非常ひじょうに立腹りっぷくした。そして人々ひとびとをつかわし、博士はかせたちから確たしかめた時ときに基もとづいて、ベツレヘムとその附近ふきんの地方ちほうとにいる二歳さい以下いかの男おとこの子こを、ことごとく殺ころした。 17こうして、預言者よげんしゃエレミヤによって言いわれたことが、成就じょうじゅしたのである。

      
        18「叫さけび泣なく大おおいなる悲かなしみの声こえが

        ラマで聞きこえた。

        ラケルはその子こらのためになげいた。

        子こらがもはやいないので、

        慰なぐさめられることさえ願ねがわなかった」。

      

    


    
      19さて、ヘロデが死しんだのち、見みよ、主しゅの使つかいがエジプトにいるヨセフに夢ゆめで現あらわれて言いった、 20「立たって、幼おさな子ごとその母ははを連つれて、イスラエルの地ちに行いけ。幼おさな子ごの命いのちをねらっていた人々ひとびとは、死しんでしまった」。 21そこでヨセフは立たって、幼おさな子ごとその母ははとを連つれて、イスラエルの地ちに帰かえった。 22しかし、アケラオがその父ちちヘロデに代かわってユダヤを治おさめていると聞きいたので、そこへ行いくことを恐おそれた。そして夢ゆめでみ告つげを受うけたので、ガリラヤの地方ちほうに退しりぞき、 23ナザレという町まちに行いって住すんだ。これは預言者よげんしゃたちによって、「彼かれはナザレ人びとと呼よばれるであろう」と言いわれたことが、成就じょうじゅするためである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1そのころ、バプテスマのヨハネが現あらわれ、ユダヤの荒野あらので教おしえを宣のべて言いった、 2「悔くい改あらためよ、天国てんごくは近ちかづいた」。 3預言者よげんしゃイザヤによって、

      
        「荒野あらので呼よばわる者ものの声こえがする、

        『主しゅの道みちを備そなえよ、

        その道みち筋すじをまっすぐにせよ』」

      
と言いわれたのは、この人ひとのことである。
    


    
      4このヨハネは、らくだの毛けごろもを着物きものにし、腰こしに皮かわの帯おびをしめ、いなごと野の蜜みつとを食物しょくもつとしていた。 5すると、エルサレムとユダヤ全土ぜんどとヨルダン附近ふきん一帯いったいの人々ひとびとが、ぞくぞくとヨハネのところに出でてきて、 6自分じぶんの罪つみを告白こくはくし、ヨルダン川がわでヨハネからバプテスマを受うけた。 7ヨハネは、パリサイ人びとやサドカイ人びとが大おおぜいバプテスマを受うけようとしてきたのを見みて、彼かれらに言いった、「まむしの子こらよ、迫せまってきている神かみの怒いかりから、おまえたちはのがれられると、だれが教おしえたのか。 8だから、悔改くいあらためにふさわしい実みを結むすべ。 9自分じぶんたちの父ちちにはアブラハムがあるなどと、心こころの中なかで思おもってもみるな。おまえたちに言いっておく、神かみはこれらの石いしころからでも、アブラハムの子こを起おこすことができるのだ。 10斧おのがすでに木きの根ねもとに置おかれている。だから、良よい実みを結むすばない木きはことごとく切きられて、火ひの中なかに投なげ込こまれるのだ。 11わたしは悔改くいあらためのために、水みずでおまえたちにバプテスマを授さづけている。しかし、わたしのあとから来くる人ひとはわたしよりも力ちからのあるかたで、わたしはそのくつをぬがせてあげる値ねうちもない。このかたは、聖霊せいれいと火ひとによっておまえたちにバプテスマをお授さづけになるであろう。 12また、箕みを手てに持もって、打うち場ばの麦むぎをふるい分わけ、麦むぎは倉くらに納おさめ、からは消きえない火ひで焼やき捨すてるであろう」。
    


    
      13そのときイエスは、ガリラヤを出でてヨルダン川がわに現あらわれ、ヨハネのところにきて、バプテスマを受うけようとされた。 14ところがヨハネは、それを思おもいとどまらせようとして言いった、「わたしこそあなたからバプテスマを受うけるはずですのに、あなたがわたしのところにおいでになるのですか」。 15しかし、イエスは答こたえて言いわれた、「今いまは受うけさせてもらいたい。このように、すべての正ただしいことを成就じょうじゅするのは、われわれにふさわしいことである」。そこでヨハネはイエスの言いわれるとおりにした。 16イエスはバプテスマを受うけるとすぐ、水みずから上あがられた。すると、見みよ、天てんが開ひらけ、神かみの御霊みたまがはとのように自分じぶんの上うえに下くだってくるのを、ごらんになった。 17また天てんから声こえがあって言いった、「これはわたしの愛あいする子こ、わたしの心こころにかなう者ものである」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1さて、イエスは御霊みたまによって荒野あらのに導みちびかれた。悪魔あくまに試こころみられるためである。 2そして、四十日にち四十夜や、断食だんじきをし、そののち空腹くうふくになられた。 3すると試こころみる者ものがきて言いった、「もしあなたが神かみの子こであるなら、これらの石いしがパンになるように命めいじてごらんなさい」。 4イエスは答こたえて言いわれた、「『人ひとはパンだけで生いきるものではなく、神かみの口くちから出でる一つ一つの言ことばで生いきるものである』と書かいてある」。 5それから悪魔あくまは、イエスを聖せいなる都みやこに連つれて行いき、宮みやの頂上ちょうじょうに立たたせて 6言いった、「もしあなたが神かみの子こであるなら、下したへ飛とびおりてごらんなさい。

      
        『神かみはあなたのために御使みつかいたちにお命めいじになると、

        あなたの足あしが石いしに打うちつけられないように、

        彼かれらはあなたを手てでささえるであろう』

      
と書かいてありますから」。 7イエスは彼かれに言いわれた、「『主しゅなるあなたの神かみを試こころみてはならない』とまた書かいてある」。 8次つぎに悪魔あくまは、イエスを非常ひじょうに高たかい山やまに連つれて行いき、この世よのすべての国々くにぐにとその栄華えいがとを見みせて 9言いった、「もしあなたが、ひれ伏ふしてわたしを拝おがむなら、これらのものを皆みなあなたにあげましょう」。 10するとイエスは彼かれに言いわれた、「サタンよ、退しりぞけ。『主しゅなるあなたの神かみを拝はいし、ただ神かみにのみ仕つかえよ』と書かいてある」。 11そこで、悪魔あくまはイエスを離はなれ去さり、そして、御使みつかいたちがみもとにきて仕つかえた。
    


    
      12さて、イエスはヨハネが捕とらえられたと聞きいて、ガリラヤへ退しりぞかれた。 13そしてナザレを去さり、ゼブルンとナフタリとの地方ちほうにある海うみべの町まちカペナウムに行いって住すまわれた。 14これは預言者よげんしゃイザヤによって言いわれた言ことばが、成就じょうじゅするためである。

      
        15「ゼブルンの地ち、ナフタリの地ち、

        海うみに沿そう地方ちほう、ヨルダンの向むこうの地ち、

        異邦人いほうじんのガリラヤ、

        16暗黒あんこくの中なかに住すんでいる民たみは大おおいなる光ひかりを見み、

        死しの地ち、死しの陰かげに住すんでいる人々ひとびとに、光ひかりがのぼった」。

        17この時ときからイエスは教おしえを宣のべはじめて言いわれた、「悔くい改あらためよ、天国てんごくは近ちかづいた」。

      

    


    
      18さて、イエスがガリラヤの海うみべを歩あるいておられると、ふたりの兄弟きょうだい、すなわち、ペテロと呼よばれたシモンとその兄弟きょうだいアンデレとが、海うみに網あみを打うっているのをごらんになった。彼かれらは漁師りょうしであった。 19イエスは彼かれらに言いわれた、「わたしについてきなさい。あなたがたを、人間にんげんをとる漁師りょうしにしてあげよう」。 20すると、彼かれらはすぐに網あみを捨すてて、イエスに従したがった。 21そこから進すすんで行いかれると、ほかのふたりの兄弟きょうだい、すなわち、ゼベダイの子こヤコブとその兄弟きょうだいヨハネとが、父ちちゼベダイと一緒いっしょに、舟ふねの中なかで網あみを繕つくろっているのをごらんになった。そこで彼かれらをお招まねきになると、 22すぐ舟ふねと父ちちとをおいて、イエスに従したがって行いった。
    


    
      23イエスはガリラヤの全ぜん地ちを巡めぐり歩あるいて、諸しょ会堂かいどうで教おしえ、御国みくにの福音ふくいんを宣のべ伝つたえ、民たみの中なかのあらゆる病気びょうき、あらゆるわずらいをおいやしになった。 24そこで、その評判ひょうばんはシリヤ全ぜん地ちにひろまり、人々ひとびとがあらゆる病やまいにかかっている者もの、すなわち、いろいろの病気びょうきと苦くるしみとに悩なやんでいる者もの、悪霊あくれいにつかれている者もの、てんかん、中風ちゅうぶの者ものなどをイエスのところに連つれてきたので、これらの人々ひとびとをおいやしになった。 25こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ及およびヨルダンの向むこうから、おびただしい群衆ぐんしゅうがきてイエスに従したがった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1イエスはこの群衆ぐんしゅうを見みて、山やまに登のぼり、座ざにつかれると、弟子でしたちがみもとに近寄ちかよってきた。 2そこで、イエスは口くちを開ひらき、彼かれらに教おしえて言いわれた。

      
        3「こころの貧まずしい人ひとたちは、さいわいである、

        天国てんごくは彼かれらのものである。

        4悲かなしんでいる人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらは慰なぐさめられるであろう。

        5柔和にゅうわな人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらは地ちを受うけつぐであろう。

        6義ぎに飢うえかわいている人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらは飽あき足たりるようになるであろう。

        7あわれみ深ぶかい人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらはあわれみを受うけるであろう。

        8心こころの清きよい人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらは神かみを見みるであろう。

        9平和へいわをつくり出だす人ひとたちは、さいわいである、

        彼かれらは神かみの子こと呼よばれるであろう。

        10義ぎのために迫害はくがいされてきた人ひとたちは、

        さいわいである、

        天国てんごくは彼かれらのものである。

      
11わたしのために人々ひとびとがあなたがたをののしり、また迫害はくがいし、あなたがたに対たいし偽いつわって様々さまざまの悪口あっこうを言いう時ときには、あなたがたは、さいわいである。 12喜よろこび、よろこべ、天てんにおいてあなたがたの受うける報むくいは大おおきい。あなたがたより前まえの預言者よげんしゃたちも、同おなじように迫害はくがいされたのである。
    


    
      13あなたがたは、地ちの塩しおである。もし塩しおのききめがなくなったら、何なにによってその味あじが取とりもどされようか。もはや、なんの役やくにも立たたず、ただ外そとに捨すてられて、人々ひとびとにふみつけられるだけである。 14あなたがたは、世よの光ひかりである。山やまの上うえにある町まちは隠かくれることができない。 15また、あかりをつけて、それを枡ますの下したにおく者ものはいない。むしろ燭台しょくだいの上うえにおいて、家いえの中なかのすべてのものを照てらさせるのである。 16そのように、あなたがたの光ひかりを人々ひとびとの前まえに輝かがやかし、そして、人々ひとびとがあなたがたのよいおこないを見みて、天てんにいますあなたがたの父ちちをあがめるようにしなさい。
    


    
      17わたしが律法りっぽうや預言者よげんしゃを廃はいするためにきた、と思おもってはならない。廃はいするためではなく、成就じょうじゅするためにきたのである。 18よく言いっておく。天地てんちが滅ほろび行ゆくまでは、律法りっぽうの一点てん、一画いっかくもすたることはなく、ことごとく全まっとうされるのである。 19それだから、これらの最もっとも小ちいさいいましめの一つでも破やぶり、またそうするように人ひとに教おしえたりする者ものは、天国てんごくで最もっとも小ちいさい者ものと呼よばれるであろう。しかし、これをおこないまたそう教おしえる者ものは、天国てんごくで大おおいなる者ものと呼よばれるであろう。 20わたしは言いっておく。あなたがたの義ぎが律法りっぽう学者がくしゃやパリサイ人びとの義ぎにまさっていなければ、決けっして天国てんごくに、はいることはできない。
    


    
      21昔むかしの人々ひとびとに『殺ころすな。殺ころす者ものは裁判さいばんを受うけねばならない』と言いわれていたことは、あなたがたの聞きいているところである。 22しかし、わたしはあなたがたに言いう。兄弟きょうだいに対たいして怒いかる者ものは、だれでも裁判さいばんを受うけねばならない。兄弟きょうだいにむかって愚おろか者ものと言いう者ものは、議会ぎかいに引ひきわたされるであろう。また、ばか者ものと言いう者ものは、地獄じごくの火ひに投なげ込こまれるであろう。 23だから、祭壇さいだんに供そなえ物ものをささげようとする場合ばあい、兄弟きょうだいが自分じぶんに対たいして何なにかうらみをいだいていることを、そこで思おもい出だしたなら、 24その供そなえ物ものを祭壇さいだんの前まえに残のこしておき、まず行いってその兄弟きょうだいと和解わかいし、それから帰かえってきて、供そなえ物ものをささげることにしなさい。 25あなたを訴うったえる者ものと一緒いっしょに道みちを行いく時ときには、その途中とちゅうで早はやく仲直なかなおりをしなさい。そうしないと、その訴うったえる者ものはあなたを裁判官さいばんかんにわたし、裁判官さいばんかんは下役したやくにわたし、そして、あなたは獄ごくに入いれられるであろう。 26よくあなたに言いっておく。最後さいごの一コドラントを支払しはらってしまうまでは、決けっしてそこから出でてくることはできない。
    


    
      27『姦淫かんいんするな』と言いわれていたことは、あなたがたの聞きいているところである。 28しかし、わたしはあなたがたに言いう。だれでも、情欲じょうよくをいだいて女おんなを見みる者ものは、心こころの中なかですでに姦淫かんいんをしたのである。 29もしあなたの右みぎの目めが罪つみを犯おかさせるなら、それを抜ぬき出だして捨すてなさい。五体ごたいの一部いちぶを失うしなっても、全身ぜんしんが地獄じごくに投なげ入いれられない方ほうが、あなたにとって益えきである。 30もしあなたの右みぎの手てが罪つみを犯おかさせるなら、それを切きって捨すてなさい。五体ごたいの一部いちぶを失うしなっても、全身ぜんしんが地獄じごくに落おち込こまない方ほうが、あなたにとって益えきである。 31また『妻つまを出だす者ものは離縁りえん状じょうを渡わたせ』と言いわれている。 32しかし、わたしはあなたがたに言いう。だれでも、不品行ふひんこう以外いがいの理由りゆうで自分じぶんの妻つまを出だす者ものは、姦淫かんいんを行おこなわせるのである。また出だされた女おんなをめとる者ものも、姦淫かんいんを行おこなうのである。
    


    
      33また昔むかしの人々ひとびとに『いつわり誓ちかうな、誓ちかったことは、すべて主しゅに対たいして果はたせ』と言いわれていたことは、あなたがたの聞きいているところである。 34しかし、わたしはあなたがたに言いう。いっさい誓ちかってはならない。天てんをさして誓ちかうな。そこは神かみの御座みざであるから。 35また地ちをさして誓ちかうな。そこは神かみの足あし台だいであるから。またエルサレムをさして誓ちかうな。それは『大王だいおうの都みやこ』であるから。 36また、自分じぶんの頭あたまをさして誓ちかうな。あなたは髪かみの毛け一ひとすじさえ、白しろくも黒くろくもすることができない。 37あなたがたの言葉ことばは、ただ、しかり、しかり、否いな、否いな、であるべきだ。それ以上いじょうに出でることは、悪あくから来くるのである。
    


    
      38『目めには目めを、歯はには歯はを』と言いわれていたことは、あなたがたの聞きいているところである。 39しかし、わたしはあなたがたに言いう。悪人あくにんに手向てむかうな。もし、だれかがあなたの右みぎの頬ほおを打うつなら、ほかの頬ほおをも向むけてやりなさい。 40あなたを訴うったえて、下着したぎを取とろうとする者ものには、上着うわぎをも与あたえなさい。 41もし、だれかが、あなたをしいて一マイル行いかせようとするなら、その人ひとと共ともに二マイル行いきなさい。 42求もとめる者ものには与あたえ、借かりようとする者ものを断ことわるな。
    


    
      43『隣となり人びとを愛あいし、敵てきを憎にくめ』と言いわれていたことは、あなたがたの聞きいているところである。 44しかし、わたしはあなたがたに言いう。敵てきを愛あいし、迫害はくがいする者もののために祈いのれ。 45こうして、天てんにいますあなたがたの父ちちの子ことなるためである。天てんの父ちちは、悪わるい者ものの上うえにも良よい者ものの上うえにも、太陽たいようをのぼらせ、正ただしい者ものにも正ただしくない者ものにも、雨あめを降ふらして下くださるからである。 46あなたがたが自分じぶんを愛あいする者ものを愛あいしたからとて、なんの報むくいがあろうか。そのようなことは取税人しゅぜいにんでもするではないか。 47兄弟きょうだいだけにあいさつをしたからとて、なんのすぐれた事ことをしているだろうか。そのようなことは異邦人いほうじんでもしているではないか。 48それだから、あなたがたの天てんの父ちちが完全かんぜんであられるように、あなたがたも完全かんぜんな者ものとなりなさい。
    

  


  


  
    第六章


    
      1自分じぶんの義ぎを、見みられるために人ひとの前まえで行おこなわないように、注意ちゅういしなさい。もし、そうしないと、天てんにいますあなたがたの父ちちから報むくいを受うけることがないであろう。
    


    
      2だから、施ほどこしをする時ときには、偽善者ぎぜんしゃたちが人ひとにほめられるため会堂かいどうや町まちの中なかでするように、自分じぶんの前まえでラッパを吹ふきならすな。よく言いっておくが、彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。 3あなたは施ほどこしをする場合ばあい、右みぎの手てのしていることを左ひだりの手てに知しらせるな。 4それは、あなたのする施ほどこしが隠かくれているためである。すると、隠かくれた事ことを見みておられるあなたの父ちちは、報むくいてくださるであろう。
    


    
      5また祈いのる時ときには、偽善者ぎぜんしゃたちのようにするな。彼かれらは人ひとに見みせようとして、会堂かいどうや大通おおどおりのつじに立たって祈いのることを好このむ。よく言いっておくが、彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。 6あなたは祈いのる時とき、自分じぶんのへやにはいり、戸とを閉とじて、隠かくれた所ところにおいでになるあなたの父ちちに祈いのりなさい。すると、隠かくれた事ことを見みておられるあなたの父ちちは、報むくいてくださるであろう。 7また、祈いのる場合ばあい、異邦人いほうじんのように、くどくどと祈いのるな。彼かれらは言葉ことばかずが多おおければ、聞ききいれられるものと思おもっている。 8だから、彼かれらのまねをするな。あなたがたの父ちちなる神かみは、求もとめない先さきから、あなたがたに必要ひつようなものはご存ぞんじなのである。 9だから、あなたがたはこう祈いのりなさい、

      
        天てんにいますわれらの父ちちよ、

        御名みながあがめられますように。

        10御国みくにがきますように。

        みこころが天てんに行おこなわれるとおり、

        地ちにも行おこなわれますように。

        11わたしたちの日ひごとの食物しょくもつを、

        きょうもお与あたえください。

        12わたしたちに負債ふさいのある者ものをゆるしましたように、

        わたしたちの負債ふさいをもおゆるしください。

        13わたしたちを試こころみに会あわせないで、

        悪あしき者ものからお救すくいください。

      
14もしも、あなたがたが、人々ひとびとのあやまちをゆるすならば、あなたがたの天てんの父ちちも、あなたがたをゆるして下くださるであろう。 15もし人ひとをゆるさないならば、あなたがたの父ちちも、あなたがたのあやまちをゆるして下くださらないであろう。
    


    
      16また断食だんじきをする時ときには、偽善者ぎぜんしゃがするように、陰気いんきな顔かおつきをするな。彼かれらは断食だんじきをしていることを人ひとに見みせようとして、自分じぶんの顔かおを見苦みぐるしくするのである。よく言いっておくが、彼かれらはその報むくいを受うけてしまっている。 17あなたがたは断食だんじきをする時ときには、自分じぶんの頭あたまに油あぶらを塗ぬり、顔かおを洗あらいなさい。 18それは断食だんじきをしていることが人ひとに知しれないで、隠かくれた所ところにおいでになるあなたの父ちちに知しられるためである。すると、隠かくれた事ことを見みておられるあなたの父ちちは、報むくいて下くださるであろう。
    


    
      19あなたがたは自分じぶんのために、虫むしが食くい、さびがつき、また、盗人ぬすびとらが押おし入いって盗ぬすみ出だすような地上ちじょうに、宝たからをたくわえてはならない。 20むしろ自分じぶんのため、虫むしも食くわず、さびもつかず、また、盗人ぬすびとらが押おし入いって盗ぬすみ出だすこともない天てんに、宝たからをたくわえなさい。 21あなたの宝たからのある所ところには、心こころもあるからである。 22目めはからだのあかりである。だから、あなたの目めが澄すんでおれば、全身ぜんしんも明あかるいだろう。 23しかし、あなたの目めが悪わるければ、全身ぜんしんも暗くらいだろう。だから、もしあなたの内うちなる光ひかりが暗くらければ、その暗くらさは、どんなであろう。 24だれも、ふたりの主人しゅじんに兼かね仕つかえることはできない。一方いっぽうを憎にくんで他方たほうを愛あいし、あるいは、一方いっぽうに親したしんで他方たほうをうとんじるからである。あなたがたは、神かみと富とみとに兼かね仕つかえることはできない。
    


    
      25それだから、あなたがたに言いっておく。何なにを食たべようか、何なにを飲のもうかと、自分じぶんの命いのちのことで思おもいわずらい、何なにを着きようかと自分じぶんのからだのことで思おもいわずらうな。命いのちは食物しょくもつにまさり、からだは着物きものにまさるではないか。 26空そらの鳥とりを見みるがよい。まくことも、刈かることもせず、倉くらに取とりいれることもしない。それだのに、あなたがたの天てんの父ちちは彼かれらを養やしなっていて下くださる。あなたがたは彼かれらよりも、はるかにすぐれた者ものではないか。 27あなたがたのうち、だれが思おもいわずらったからとて、自分じぶんの寿命じゅみょうをわずかでも延のばすことができようか。 28また、なぜ、着物きもののことで思おもいわずらうのか。野のの花はながどうして育そだっているか、考かんがえて見みるがよい。働はたらきもせず、紡つむぎもしない。 29しかし、あなたがたに言いうが、栄華えいがをきわめた時ときのソロモンでさえ、この花はなの一つほどにも着飾きかざってはいなかった。 30きょうは生はえていて、あすは炉ろに投なげ入いれられる野のの草くさでさえ、神かみはこのように装よそおって下くださるのなら、あなたがたに、それ以上いじょうよくしてくださらないはずがあろうか。ああ、信仰しんこうの薄うすい者ものたちよ。 31だから、何なにを食たべようか、何なにを飲のもうか、あるいは何なにを着きようかと言いって思おもいわずらうな。 32これらのものはみな、異邦人いほうじんが切せつに求もとめているものである。あなたがたの天てんの父ちちは、これらのものが、ことごとくあなたがたに必要ひつようであることをご存ぞんじである。 33まず神かみの国くにと神かみの義ぎとを求もとめなさい。そうすれば、これらのものは、すべて添そえて与あたえられるであろう。 34だから、あすのことを思おもいわずらうな。あすのことは、あす自身じしんが思おもいわずらうであろう。一日にちの苦労くろうは、その日ひ一日にちだけで十分じゅうぶんである。
    

  


  


  
    第七章


    
      1人ひとをさばくな。自分じぶんがさばかれないためである。 2あなたがたがさばくそのさばきで、自分じぶんもさばかれ、あなたがたの量はかるそのはかりで、自分じぶんにも量はかり与あたえられるであろう。 3なぜ、兄弟きょうだいの目めにあるちりを見みながら、自分じぶんの目めにある梁はりを認みとめないのか。 4自分じぶんの目めには梁はりがあるのに、どうして兄弟きょうだいにむかって、あなたの目めからちりを取とらせてください、と言いえようか。 5偽善者ぎぜんしゃよ、まず自分じぶんの目めから梁はりを取とりのけるがよい。そうすれば、はっきり見みえるようになって、兄弟きょうだいの目めからちりを取とりのけることができるだろう。
    


    
      6聖せいなるものを犬いぬにやるな。また真珠しんじゅを豚ぶたに投なげてやるな。恐おそらく彼かれらはそれらを足あしで踏ふみつけ、向むきなおってあなたがたにかみついてくるであろう。
    


    
      7求もとめよ、そうすれば、与あたえられるであろう。捜さがせ、そうすれば、見みいだすであろう。門もんをたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 8すべて求もとめる者ものは得え、捜さがす者ものは見みいだし、門もんをたたく者ものはあけてもらえるからである。 9あなたがたのうちで、自分じぶんの子こがパンを求もとめるのに、石いしを与あたえる者ものがあろうか。 10魚うおを求もとめるのに、へびを与あたえる者ものがあろうか。 11このように、あなたがたは悪わるい者ものであっても、自分じぶんの子供こどもには、良よい贈おくり物ものをすることを知しっているとすれば、天てんにいますあなたがたの父ちちはなおさら、求もとめてくる者ものに良よいものを下くださらないことがあろうか。 12だから、何事なにごとでも人々ひとびとからしてほしいと望のぞむことは、人々ひとびとにもそのとおりにせよ。これが律法りっぽうであり預言者よげんしゃである。
    


    
      13狭せまい門もんからはいれ。滅ほろびにいたる門もんは大おおきく、その道みちは広ひろい。そして、そこからはいって行いく者ものが多おおい。 14命いのちにいたる門もんは狭せまく、その道みちは細ほそい。そして、それを見みいだす者ものが少すくない。
    


    
      15にせ預言者よげんしゃを警戒けいかいせよ。彼かれらは、羊ひつじの衣ころもを着きてあなたがたのところに来くるが、その内側うちがわは強欲ごうよくなおおかみである。 16あなたがたは、その実みによって彼かれらを見みわけるであろう。茨いばらからぶどうを、あざみからいちじくを集あつめる者ものがあろうか。 17そのように、すべて良よい木きは良よい実みを結むすび、悪わるい木きは悪わるい実みを結むすぶ。 18良よい木きが悪わるい実みをならせることはないし、悪わるい木きが良よい実みをならせることはできない。 19良よい実みを結むすばない木きはことごとく切きられて、火ひの中なかに投なげ込こまれる。 20このように、あなたがたはその実みによって彼かれらを見みわけるのである。 21わたしにむかって『主しゅよ、主しゅよ』と言いう者ものが、みな天国てんごくにはいるのではなく、ただ、天てんにいますわが父ちちの御旨みむねを行おこなう者ものだけが、はいるのである。 22その日ひには、多おおくの者ものが、わたしにむかって『主しゅよ、主しゅよ、わたしたちはあなたの名なによって預言よげんしたではありませんか。また、あなたの名なによって悪霊あくれいを追おい出だし、あなたの名なによって多おおくの力ちからあるわざを行おこなったではありませんか』と言いうであろう。 23そのとき、わたしは彼かれらにはっきり、こう言いおう、『あなたがたを全まったく知しらない。不法ふほうを働はたらく者ものどもよ、行いってしまえ』。
    


    
      24それで、わたしのこれらの言葉ことばを聞きいて行おこなうものを、岩いわの上うえに自分じぶんの家いえを建たてた賢かしこい人ひとに比くらべることができよう。 25雨あめが降ふり、洪水こうずいが押おし寄よせ、風かぜが吹ふいてその家いえに打うちつけても、倒たおれることはない。岩いわを土台どだいとしているからである。 26また、わたしのこれらの言葉ことばを聞きいても行おこなわない者ものを、砂すなの上うえに自分じぶんの家いえを建たてた愚おろかな人ひとに比くらべることができよう。 27雨あめが降ふり、洪水こうずいが押おし寄よせ、風かぜが吹ふいてその家いえに打うちつけると、倒たおれてしまう。そしてその倒たおれ方かたはひどいのである」。
    


    
      28イエスがこれらの言ことばを語かたり終おえられると、群衆ぐんしゅうはその教おしえにひどく驚おどろいた。 29それは律法りっぽう学者がくしゃたちのようにではなく、権威けんいある者もののように、教おしえられたからである。
    

  


  


  
    第八章


    
      1イエスが山やまをお降おりになると、おびただしい群衆ぐんしゅうがついてきた。 2すると、そのとき、ひとりのらい病人びょうにんがイエスのところにきて、ひれ伏ふして言いった、「主しゅよ、みこころでしたら、きよめていただけるのですが」。 3イエスは手てを伸のばして、彼かれにさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ」と言いわれた。すると、らい病びょうは直ただちにきよめられた。 4イエスは彼かれに言いわれた、「だれにも話はなさないように、注意ちゅういしなさい。ただ行いって、自分じぶんのからだを祭司さいしに見みせ、それから、モーセが命めいじた供そなえ物ものをささげて、人々ひとびとに証明しょうめいしなさい」。
    


    
      5さて、イエスがカペナウムに帰かえってこられたとき、ある百卒長ひゃくそつちょうがみもとにきて訴うったえて言いった、 6「主しゅよ、わたしの僕しもべが中風ちゅうぶでひどく苦くるしんで、家いえに寝ねています」。 7イエスは彼かれに、「わたしが行いってなおしてあげよう」と言いわれた。 8そこで百卒長ひゃくそつちょうは答こたえて言いった、「主しゅよ、わたしの屋根やねの下したにあなたをお入いれする資格しかくは、わたしにはございません。ただ、お言葉ことばを下ください。そうすれば僕しもべはなおります。 9わたしも権威けんいの下したにある者ものですが、わたしの下したにも兵卒へいそつがいまして、ひとりの者ものに『行いけ』と言いえば行いき、ほかの者ものに『こい』と言いえばきますし、また、僕しもべに『これをせよ』と言いえば、してくれるのです」。 10イエスはこれを聞きいて非常ひじょうに感心かんしんされ、ついてきた人々ひとびとに言いわれた、「よく聞ききなさい。イスラエル人ひとの中なかにも、これほどの信仰しんこうを見みたことがない。 11なお、あなたがたに言いうが、多おおくの人ひとが東ひがしから西にしからきて、天国てんごくで、アブラハム、イサク、ヤコブと共ともに宴会えんかいの席せきにつくが、 12この国くにの子こらは外そとのやみに追おい出だされ、そこで泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう」。 13それからイエスは百卒長ひゃくそつちょうに「行いけ、あなたの信しんじたとおりになるように」と言いわれた。すると、ちょうどその時ときに、僕しもべはいやされた。
    


    
      14それから、イエスはペテロの家いえにはいって行いかれ、そのしゅうとめが熱病ねつびょうで、床とこについているのをごらんになった。 15そこで、その手てにさわられると、熱ねつが引ひいた。そして女おんなは起おきあがってイエスをもてなした。 16夕暮ゆうぐれになると、人々ひとびとは悪霊あくれいにつかれた者ものを大おおぜい、みもとに連つれてきたので、イエスはみ言葉ことばをもって霊れいどもを追おい出だし、病人びょうにんをことごとくおいやしになった。 17これは、預言者よげんしゃイザヤによって「彼かれは、わたしたちのわずらいを身みに受うけ、わたしたちの病やまいを負おうた」と言いわれた言葉ことばが成就じょうじゅするためである。
    


    
      18イエスは、群衆ぐんしゅうが自分じぶんのまわりに群むらがっているのを見みて、向むこう岸ぎしに行いくようにと弟子でしたちにお命めいじになった。 19するとひとりの律法りっぽう学者がくしゃが近ちかづいてきて言いった、「先生せんせい、あなたがおいでになる所ところなら、どこへでも従したがってまいります」。 20イエスはその人ひとに言いわれた、「きつねには穴あながあり、空そらの鳥とりには巣すがある。しかし、人ひとの子こにはまくらする所ところがない」。 21また弟子でしのひとりが言いった、「主しゅよ、まず、父ちちを葬ほうむりに行いかせて下ください」。 22イエスは彼かれに言いわれた、「わたしに従したがってきなさい。そして、その死人しにんを葬ほうむることは、死人しにんに任まかせておくがよい」。
    


    
      23それから、イエスが舟ふねに乗のり込こまれると、弟子でしたちも従したがった。 24すると突然とつぜん、海上かいじょうに激はげしい暴風ぼうふうが起おこって、舟ふねは波なみにのまれそうになった。ところが、イエスは眠ねむっておられた。 25そこで弟子でしたちはみそばに寄よってきてイエスを起おこし、「主しゅよ、お助たすけください、わたしたちは死しにそうです」と言いった。 26するとイエスは彼かれらに言いわれた、「なぜこわがるのか、信仰しんこうの薄うすい者ものたちよ」。それから起おきあがって、風かぜと海うみとをおしかりになると、大おおなぎになった。 27彼かれらは驚おどろいて言いった、「このかたはどういう人ひとなのだろう。風かぜも海うみも従したがわせるとは」。
    


    
      28それから、向むこう岸ぎし、ガダラ人びとの地ちに着つかれると、悪霊あくれいにつかれたふたりの者ものが、墓場はかばから出でてきてイエスに出会であった。彼かれらは手てに負おえない乱暴らんぼう者もので、だれもその辺へんの道みちを通とおることができないほどであった。 29すると突然とつぜん、彼かれらは叫さけんで言いった、「神かみの子こよ、あなたはわたしどもとなんの係かかわりがあるのです。まだその時ときではないのに、ここにきて、わたしどもを苦くるしめるのですか」。 30さて、そこからはるか離はなれた所ところに、おびただしい豚ぶたの群むれが飼かってあった。 31悪霊あくれいどもはイエスに願ねがって言いった、「もしわたしどもを追おい出だされるのなら、あの豚ぶたの群むれの中なかにつかわして下ください」。 32そこで、イエスが「行いけ」と言いわれると、彼かれらは出でて行いって、豚ぶたの中なかへはいり込こんだ。すると、その群むれ全体ぜんたいが、がけから海うみへなだれを打うって駆かけ下くだり、水みずの中なかで死しんでしまった。 33飼かう者ものたちは逃にげて町まちに行いき、悪霊あくれいにつかれた者ものたちのことなど、いっさいを知しらせた。 34すると、町中まちじゅうの者ものがイエスに会あいに出でてきた。そして、イエスに会あうと、この地方ちほうから去さってくださるようにと頼たのんだ。
    

  


  


  
    第九章


    
      1さて、イエスは舟ふねに乗のって海うみを渡わたり、自分じぶんの町まちに帰かえられた。 2すると、人々ひとびとが中風ちゅうぶの者ものを床とこの上うえに寝ねかせたままでみもとに運はこんできた。イエスは彼かれらの信仰しんこうを見みて、中風ちゅうぶの者ものに、「子こよ、しっかりしなさい。あなたの罪つみはゆるされたのだ」と言いわれた。 3すると、ある律法りっぽう学者がくしゃたちが心こころの中なかで言いった、「この人ひとは神かみを汚けがしている」。 4イエスは彼かれらの考かんがえを見抜みぬいて、「なぜ、あなたがたは心こころの中なかで悪わるいことを考かんがえているのか。 5あなたの罪つみはゆるされた、と言いうのと、起おきて歩あるけ、と言いうのと、どちらがたやすいか。 6しかし、人ひとの子こは地上ちじょうで罪つみをゆるす権威けんいをもっていることが、あなたがたにわかるために」と言いい、中風ちゅうぶの者ものにむかって、「起おきよ、床とこを取とりあげて家いえに帰かえれ」と言いわれた。 7すると彼かれは起おきあがり、家いえに帰かえって行いった。 8群衆ぐんしゅうはそれを見みて恐おそれ、こんな大おおきな権威けんいを人ひとにお与あたえになった神かみをあがめた。
    


    
      9さてイエスはそこから進すすんで行いかれ、マタイという人ひとが収税所しゅうぜいしょにすわっているのを見みて、「わたしに従したがってきなさい」と言いわれた。すると彼かれは立たちあがって、イエスに従したがった。 10それから、イエスが家いえで食事しょくじの席せきについておられた時ときのことである。多おおくの取税人しゅぜいにんや罪人つみびとたちがきて、イエスや弟子でしたちと共ともにその席せきに着ついていた。 11パリサイ人びとたちはこれを見みて、弟子でしたちに言いった、「なぜ、あなたがたの先生せんせいは、取税人しゅぜいにんや罪人つみびとなどと食事しょくじを共ともにするのか」。 12イエスはこれを聞きいて言いわれた、「丈夫じょうぶな人ひとには医者いしゃはいらない。いるのは病人びょうにんである。 13『わたしが好このむのは、あわれみであって、いけにえではない』とはどういう意味いみか、学まなんできなさい。わたしがきたのは、義人ぎじんを招まねくためではなく、罪人つみびとを招まねくためである」。
    


    
      14そのとき、ヨハネの弟子でしたちがイエスのところにきて言いった、「わたしたちとパリサイ人びとたちとが断食だんじきをしているのに、あなたの弟子でしたちは、なぜ断食だんじきをしないのですか」。 15するとイエスは言いわれた、「婚礼こんれいの客きゃくは、花婿はなむこが一緒いっしょにいる間あいだは、悲かなしんでおられようか。しかし、花婿はなむこが奪うばい去さられる日ひが来くる。その時ときには断食だんじきをするであろう。 16だれも、真新まあたらしい布ぬのぎれで、古ふるい着物きものにつぎを当あてはしない。そのつぎきれは着物きものを引ひき破やぶり、そして、破やぶれがもっとひどくなるから。 17だれも、新あたらしいぶどう酒しゅを古ふるい皮かわ袋ぶくろに入いれはしない。もしそんなことをしたら、その皮かわ袋ぶくろは張はり裂さけ、酒さけは流ながれ出でるし、皮かわ袋ぶくろもむだになる。だから、新あたらしいぶどう酒しゅは新あたらしい皮かわ袋ぶくろに入いれるべきである。そうすれば両方りょうほうとも長ながもちがするであろう」。
    


    
      18これらのことを彼かれらに話はなしておられると、そこにひとりの会堂司かいどうづかさがきて、イエスを拝はいして言いった、「わたしの娘むすめがただ今いま死しにました。しかしおいでになって手てをその上うえにおいてやって下ください。そうしたら、娘むすめは生いき返かえるでしょう」。 19そこで、イエスが立たって彼かれについて行いかれると、弟子でしたちも一緒いっしょに行いった。 20するとそのとき、十二年間ねんかんも長なが血ちをわずらっている女おんなが近寄ちかよってきて、イエスのうしろからみ衣ころものふさにさわった。 21み衣ころもにさわりさえすれば、なおしていただけるだろう、と心こころの中なかで思おもっていたからである。 22イエスは振ふり向むいて、この女おんなを見みて言いわれた、「娘むすめよ、しっかりしなさい。あなたの信仰しんこうがあなたを救すくったのです」。するとこの女おんなはその時ときに、いやされた。 23それからイエスは司つかさの家いえに着つき、笛ふえ吹ふきどもや騒さわいでいる群衆ぐんしゅうを見みて言いわれた。 24「あちらへ行いっていなさい。少女しょうじょは死しんだのではない。眠ねむっているだけである」。すると人々ひとびとはイエスをあざ笑わらった。 25しかし、群衆ぐんしゅうを外そとへ出だしたのち、イエスは内うちへはいって、少女しょうじょの手てをお取とりになると、少女しょうじょは起おきあがった。 26そして、そのうわさがこの地方ちほう全体ぜんたいにひろまった。
    


    
      27そこから進すすんで行いかれると、ふたりの盲人もうじんが、「ダビデの子こよ、わたしたちをあわれんで下ください」と叫さけびながら、イエスについてきた。 28そしてイエスが家いえにはいられると、盲人もうじんたちがみもとにきたので、彼かれらに「わたしにそれができると信しんじるか」と言いわれた。彼かれらは言いった、「主しゅよ、信しんじます」。 29そこで、イエスは彼かれらの目めにさわって言いわれた、「あなたがたの信仰しんこうどおり、あなたがたの身みになるように」。 30すると彼かれらの目めが開ひらかれた。イエスは彼かれらをきびしく戒いましめて言いわれた、「だれにも知しれないように気きをつけなさい」。 31しかし、彼かれらは出でて行いって、その地方ちほう全体ぜんたいにイエスのことを言いいひろめた。
    


    
      32彼かれらが出でて行いくと、人々ひとびとは悪霊あくれいにつかれたおしをイエスのところに連つれてきた。 33すると、悪霊あくれいは追おい出だされて、おしが物ものを言いうようになった。群衆ぐんしゅうは驚おどろいて、「このようなことがイスラエルの中なかで見みられたことは、これまで一度いちどもなかった」と言いった。 34しかし、パリサイ人びとたちは言いった、「彼かれは、悪霊あくれいどものかしらによって悪霊あくれいどもを追おい出だしているのだ」。
    


    
      35イエスは、すべての町々まちまち村々むらむらを巡めぐり歩あるいて、諸しょ会堂かいどうで教おしえ、御国みくにの福音ふくいんを宣のべ伝つたえ、あらゆる病気びょうき、あらゆるわずらいをおいやしになった。 36また群衆ぐんしゅうが飼かう者もののない羊ひつじのように弱よわり果はてて、倒たおれているのをごらんになって、彼かれらを深ふかくあわれまれた。 37そして弟子でしたちに言いわれた、「収穫しゅうかくは多おおいが、働はたらき人びとが少すくない。 38だから、収穫しゅうかくの主しゅに願ねがって、その収穫しゅうかくのために働はたらき人びとを送おくり出だすようにしてもらいなさい」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1そこで、イエスは十二弟子でしを呼よび寄よせて、汚けがれた霊れいを追おい出だし、あらゆる病気びょうき、あらゆるわずらいをいやす権威けんいをお授さづけになった。
    


    
      2十二使徒しとの名なは、次つぎのとおりである。まずペテロと呼よばれたシモンとその兄弟きょうだいアンデレ、それからゼベダイの子こヤコブとその兄弟きょうだいヨハネ、 3ピリポとバルトロマイ、トマスと取税人しゅぜいにんマタイ、アルパヨの子こヤコブとタダイ、 4熱心ねっしん党とうのシモンとイスカリオテのユダ。このユダはイエスを裏切うらぎった者ものである。
    


    
      5イエスはこの十二人にんをつかわすに当あたり、彼かれらに命めいじて言いわれた、「異邦人いほうじんの道みちに行いくな。またサマリヤ人びとの町まちにはいるな。 6むしろ、イスラエルの家いえの失うしなわれた羊ひつじのところに行いけ。 7行いって、『天国てんごくが近ちかづいた』と宣のべ伝つたえよ。 8病人びょうにんをいやし、死人しにんをよみがえらせ、らい病人びょうにんをきよめ、悪霊あくれいを追おい出だせ。ただで受うけたのだから、ただで与あたえるがよい。 9財布さいふの中なかに金きん、銀ぎんまたは銭ぜにを入いれて行いくな。 10旅行りょこうのための袋ふくろも、二枚まいの下着したぎも、くつも、つえも持もって行いくな。働はたらき人びとがその食物しょくもつを得えるのは当然とうぜんである。 11どの町まち、どの村むらにはいっても、その中なかでだれがふさわしい人ひとか、たずね出だして、立たち去さるまではその人ひとのところにとどまっておれ。 12その家いえにはいったなら、平安へいあんを祈いのってあげなさい。 13もし平安へいあんを受うけるにふさわしい家いえであれば、あなたがたの祈いのる平安へいあんはその家いえに来くるであろう。もしふさわしくなければ、その平安へいあんはあなたがたに帰かえって来くるであろう。 14もしあなたがたを迎むかえもせず、またあなたがたの言葉ことばを聞ききもしない人ひとがあれば、その家いえや町まちを立たち去さる時ときに、足あしのちりを払はらい落おとしなさい。 15あなたがたによく言いっておく。さばきの日ひには、ソドム、ゴモラの地ちの方ほうが、その町まちよりは耐たえやすいであろう。
    


    
      16わたしがあなたがたをつかわすのは、羊ひつじをおおかみの中なかに送おくるようなものである。だから、へびのように賢かしこく、はとのように素直すなおであれ。 17人々ひとびとに注意ちゅういしなさい。彼かれらはあなたがたを衆議所しゅうぎしょに引ひき渡わたし、会堂かいどうでむち打うつであろう。 18またあなたがたは、わたしのために長官ちょうかんたちや王おうたちの前まえに引ひき出だされるであろう。それは、彼かれらと異邦人いほうじんとに対たいしてあかしをするためである。 19彼かれらがあなたがたを引ひき渡わたしたとき、何なにをどう言いおうかと心配しんぱいしないがよい。言いうべきことは、その時ときに授さづけられるからである。 20語かたる者ものは、あなたがたではなく、あなたがたの中なかにあって語かたる父ちちの霊れいである。 21兄弟きょうだいは兄弟きょうだいを、父ちちは子こを殺ころすために渡わたし、また子こは親おやに逆さからって立たち、彼かれらを殺ころさせるであろう。 22またあなたがたは、わたしの名なのゆえにすべての人ひとに憎にくまれるであろう。しかし、最後さいごまで耐たえ忍しのぶ者ものは救すくわれる。 23一つの町まちで迫害はくがいされたなら、他たの町まちへ逃にげなさい。よく言いっておく。あなたがたがイスラエルの町々まちまちを回まわり終おわらないうちに、人ひとの子こは来くるであろう。
    


    
      24弟子でしはその師し以上いじょうのものではなく、僕しもべはその主人しゅじん以上いじょうの者ものではない。 25弟子でしがその師しのようであり、僕しもべがその主人しゅじんのようであれば、それで十分じゅうぶんである。もし家いえの主人しゅじんがベルゼブルと言いわれるならば、その家いえの者ものどもはなおさら、どんなにか悪わるく言いわれることであろう。 26だから彼かれらを恐おそれるな。おおわれたもので、現あらわれてこないものはなく、隠かくれているもので、知しられてこないものはない。 27わたしが暗くらやみであなたがたに話はなすことを、明あかるみで言いえ。耳みみにささやかれたことを、屋根やねの上うえで言いいひろめよ。 28また、からだを殺ころしても、魂たましいを殺ころすことのできない者ものどもを恐おそれるな。むしろ、からだも魂たましいも地獄じごくで滅ほろぼす力ちからのあるかたを恐おそれなさい。 29二羽わのすずめは一アサリオンで売うられているではないか。しかもあなたがたの父ちちの許ゆるしがなければ、その一羽わも地ちに落おちることはない。 30またあなたがたの頭あたまの毛けまでも、みな数かぞえられている。 31それだから、恐おそれることはない。あなたがたは多おおくのすずめよりも、まさった者ものである。 32だから人ひとの前まえでわたしを受うけいれる者ものを、わたしもまた、天てんにいますわたしの父ちちの前まえで受うけいれるであろう。 33しかし、人ひとの前まえでわたしを拒こばむ者ものを、わたしも天てんにいますわたしの父ちちの前まえで拒こばむであろう。
    


    
      34地上ちじょうに平和へいわをもたらすために、わたしがきたと思おもうな。平和へいわではなく、つるぎを投なげ込こむためにきたのである。 35わたしがきたのは、人ひとをその父ちちと、娘むすめをその母ははと、嫁よめをそのしゅうとめと仲なかたがいさせるためである。 36そして家いえの者ものが、その人ひとの敵てきとなるであろう。 37わたしよりも父ちちまたは母ははを愛あいする者ものは、わたしにふさわしくない。わたしよりもむすこや娘むすめを愛あいする者ものは、わたしにふさわしくない。 38また自分じぶんの十字架じゅうじかをとってわたしに従したがってこない者ものはわたしにふさわしくない。 39自分じぶんの命いのちを得えている者ものはそれを失うしない、わたしのために自分じぶんの命いのちを失うしなっている者ものは、それを得えるであろう。
    


    
      40あなたがたを受うけいれる者ものは、わたしを受うけいれるのである。わたしを受うけいれる者ものは、わたしをおつかわしになったかたを受うけいれるのである。 41預言者よげんしゃの名なのゆえに預言者よげんしゃを受うけいれる者ものは、預言者よげんしゃの報むくいを受うけ、義人ぎじんの名なのゆえに義人ぎじんを受うけいれる者ものは、義人ぎじんの報むくいを受うけるであろう。 42わたしの弟子でしであるという名なのゆえに、この小ちいさい者もののひとりに冷つめたい水みず一杯ぱいでも飲のませてくれる者ものは、よく言いっておくが、決けっしてその報むくいからもれることはない」。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1イエスは十二弟子でしにこのように命めいじ終おえてから、町々まちまちで教おしえまた宣のべ伝つたえるために、そこを立たち去さられた。
    


    
      2さて、ヨハネは獄中ごくちゅうでキリストのみわざについて伝つたえ聞きき、自分じぶんの弟子でしたちをつかわして、 3イエスに言いわせた、「『きたるべきかた』はあなたなのですか。それとも、ほかにだれかを待まつべきでしょうか」。 4イエスは答こたえて言いわれた、「行いって、あなたがたが見聞みききしていることをヨハネに報告ほうこくしなさい。 5盲人もうじんは見みえ、足あしなえは歩あるき、らい病人びょうにんはきよまり、耳みみしいは聞きこえ、死人しにんは生いきかえり、貧まずしい人々ひとびとは福音ふくいんを聞きかされている。 6わたしにつまずかない者ものは、さいわいである」。 7彼かれらが帰かえってしまうと、イエスはヨハネのことを群衆ぐんしゅうに語かたりはじめられた、「あなたがたは、何なにを見みに荒野あらのに出でてきたのか。風かぜに揺ゆらぐ葦あしであるか。 8では、何なにを見みに出でてきたのか。柔やわらかい着物きものをまとった人ひとか。柔やわらかい着物きものをまとった人々ひとびとなら、王おうの家いえにいる。 9では、なんのために出でてきたのか。預言者よげんしゃを見みるためか。そうだ、あなたがたに言いうが、預言者よげんしゃ以上いじょうの者ものである。

      
        10『見みよ、わたしは使つかいをあなたの先さきにつかわし、

        あなたの前まえに、道みちを整ととのえさせるであろう』

      
と書かいてあるのは、この人ひとのことである。 11あなたがたによく言いっておく。女おんなの産うんだ者ものの中なかで、バプテスマのヨハネより大おおきい人物じんぶつは起おこらなかった。しかし、天国てんごくで最もっとも小ちいさい者ものも、彼かれよりは大おおきい。 12バプテスマのヨハネの時ときから今いまに至いたるまで、天国てんごくは激はげしく襲おそわれている。そして激はげしく襲おそう者ものたちがそれを奪うばい取とっている。 13すべての預言者よげんしゃと律法りっぽうとが預言よげんしたのは、ヨハネの時ときまでである。 14そして、もしあなたがたが受うけいれることを望のぞめば、この人ひとこそは、きたるべきエリヤなのである。 15耳みみのある者ものは聞きくがよい。
    


    
      16今いまの時代じだいを何なにに比くらべようか。それは子供こどもたちが広場ひろばにすわって、ほかの子供こどもたちに呼よびかけ、

      
        17『わたしたちが笛ふえを吹ふいたのに、

        あなたたちは踊おどってくれなかった。

        弔とむらいの歌うたを歌うたったのに、

        胸むねを打うってくれなかった』

      
と言いうのに似にている。 18なぜなら、ヨハネがきて、食たべることも、飲のむこともしないと、あれは悪霊あくれいにつかれているのだ、と言いい、 19また人ひとの子こがきて、食たべたり飲のんだりしていると、見みよ、あれは食しょくをむさぼる者もの、大酒おおざけを飲のむ者もの、また取税人しゅぜいにん、罪人つみびとの仲間なかまだ、と言いう。しかし、知恵ちえの正ただしいことは、その働はたらきが証明しょうめいする」。
    


    
      20それからイエスは、数々かずかずの力ちからあるわざがなされたのに、悔くい改あらためることをしなかった町々まちまちを、責せめはじめられた。 21「わざわいだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ。おまえたちのうちでなされた力ちからあるわざが、もしツロとシドンでなされたなら、彼かれらはとうの昔むかしに、荒布あらぬのをまとい灰はいをかぶって、悔くい改あらためたであろう。 22しかし、おまえたちに言いっておく。さばきの日ひには、ツロとシドンの方ほうがおまえたちよりも、耐たえやすいであろう。 23ああ、カペナウムよ、おまえは天てんにまで上あげられようとでもいうのか。黄泉よみにまで落おとされるであろう。おまえの中なかでなされた力ちからあるわざが、もしソドムでなされたなら、その町まちは今日きょうまでも残のこっていたであろう。 24しかし、あなたがたに言いう。さばきの日ひには、ソドムの地ちの方ほうがおまえよりは耐たえやすいであろう」。
    


    
      25そのときイエスは声こえをあげて言いわれた、「天地てんちの主しゅなる父ちちよ。あなたをほめたたえます。これらの事ことを知恵ちえのある者ものや賢かしこい者ものに隠かくして、幼おさな子ごにあらわしてくださいました。 26父ちちよ、これはまことにみこころにかなった事ことでした。 27すべての事ことは父ちちからわたしに任まかせられています。そして、子こを知しる者ものは父ちちのほかにはなく、父ちちを知しる者ものは、子こと、父ちちをあらわそうとして子こが選えらんだ者ものとのほかに、だれもありません。
    


    
      28すべて重荷おもにを負おうて苦労くろうしている者ものは、わたしのもとにきなさい。あなたがたを休やすませてあげよう。 29わたしは柔和にゅうわで心こころのへりくだった者ものであるから、わたしのくびきを負おうて、わたしに学まなびなさい。そうすれば、あなたがたの魂たましいに休やすみが与あたえられるであろう。 30わたしのくびきは負おいやすく、わたしの荷には軽かるいからである」。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1そのころ、ある安息日あんそくにちに、イエスは麦畑むぎばたけの中なかを通とおられた。すると弟子でしたちは、空腹くうふくであったので、穂ほを摘つんで食たべはじめた。 2パリサイ人びとたちがこれを見みて、イエスに言いった、「ごらんなさい、あなたの弟子でしたちが、安息日あんそくにちにしてはならないことをしています」。 3そこでイエスは彼かれらに言いわれた、「あなたがたは、ダビデとその供ともの者ものたちとが飢うえたとき、ダビデが何なにをしたか読よんだことがないのか。 4すなわち、神かみの家いえにはいって、祭司さいしたちのほか、自分じぶんも供ともの者ものたちも食たべてはならぬ供そなえのパンを食たべたのである。 5また、安息日あんそくにちに宮仕みやづかえをしている祭司さいしたちは安息日あんそくにちを破やぶっても罪つみにはならないことを、律法りっぽうで読よんだことがないのか。 6あなたがたに言いっておく。宮みやよりも大おおいなる者ものがここにいる。 7『わたしが好このむのは、あわれみであって、いけにえではない』とはどういう意味いみか知しっていたなら、あなたがたは罪つみのない者ものをとがめなかったであろう。 8人ひとの子こは安息日あんそくにちの主しゅである」。
    


    
      9イエスはそこを去さって、彼かれらの会堂かいどうにはいられた。 10すると、そのとき、片手かたてのなえた人ひとがいた。人々ひとびとはイエスを訴うったえようと思おもって、「安息日あんそくにちに人ひとをいやしても、さしつかえないか」と尋たずねた。 11イエスは彼かれらに言いわれた、「あなたがたのうちに、一匹ぴきの羊ひつじを持もっている人ひとがあるとして、もしそれが安息日あんそくにちに穴あなに落おちこんだなら、手てをかけて引ひき上あげてやらないだろうか。 12人ひとは羊ひつじよりも、はるかにすぐれているではないか。だから、安息日あんそくにちに良よいことをするのは、正ただしいことである」。 13そしてイエスはその人ひとに、「手てを伸のばしなさい」と言いわれた。そこで手てを伸のばすと、ほかの手てのように良よくなった。 14パリサイ人びとたちは出でて行いって、なんとかしてイエスを殺ころそうと相談そうだんした。 15イエスはこれを知しって、そこを去さって行いかれた。ところが多おおくの人々ひとびとがついてきたので、彼かれらを皆みないやし、 16そして自分じぶんのことを人々ひとびとにあらわさないようにと、彼かれらを戒いましめられた。 17これは預言者よげんしゃイザヤの言いった言葉ことばが、成就じょうじゅするためである、

      
        18「見みよ、わたしが選えらんだ僕しもべ、

        わたしの心こころにかなう、愛あいする者もの。

        わたしは彼かれにわたしの霊れいを授さづけ、

        そして彼かれは正義せいぎを異邦人いほうじんに宣のべ伝つたえるであろう。

        19彼かれは争あらそわず、叫さけばず、

        またその声こえを大路おおじで聞きく者ものはない。

        20彼かれが正義せいぎに勝かちを得えさせる時ときまで、

        いためられた葦あしを折おることがなく、

        煙けむっている燈心とうしんを消けすこともない。

        21異邦人いほうじんは彼かれの名なに望のぞみを置おくであろう」。

      

    


    
      22そのとき、人々ひとびとが悪霊あくれいにつかれた盲人もうじんのおしを連つれてきたので、イエスは彼かれをいやして、物ものを言いい、また目めが見みえるようにされた。 23すると群衆ぐんしゅうはみな驚おどろいて言いった、「この人ひとが、あるいはダビデの子こではあるまいか」。 24しかし、パリサイ人びとたちは、これを聞きいて言いった、「この人ひとが悪霊あくれいを追おい出だしているのは、まったく悪霊あくれいのかしらベルゼブルによるのだ」。 25イエスは彼かれらの思おもいを見抜みぬいて言いわれた、「おおよそ、内部ないぶで分わかれ争あらそう国くには自滅じめつし、内うちわで分わかれ争あらそう町まちや家いえは立たち行いかない。 26もしサタンがサタンを追おい出だすならば、それは内うちわで分わかれ争あらそうことになる。それでは、その国くにはどうして立たち行いけよう。 27もしわたしがベルゼブルによって悪霊あくれいを追おい出だすとすれば、あなたがたの仲間なかまはだれによって追おい出だすのであろうか。だから、彼かれらがあなたがたをさばく者ものとなるであろう。 28しかし、わたしが神かみの霊れいによって悪霊あくれいを追おい出だしているのなら、神かみの国くにはすでにあなたがたのところにきたのである。 29まただれでも、まず強つよい人ひとを縛しばりあげなければ、どうして、その人ひとの家いえに押おし入いって家財かざいを奪うばい取とることができようか。縛しばってから、はじめてその家いえを掠奪りゃくだつすることができる。 30わたしの味方みかたでない者ものは、わたしに反対はんたいするものであり、わたしと共ともに集あつめない者ものは、散ちらすものである。 31だから、あなたがたに言いっておく。人ひとには、その犯おかすすべての罪つみも神かみを汚けがす言葉ことばも、ゆるされる。しかし、聖霊せいれいを汚けがす言葉ことばは、ゆるされることはない。 32また人ひとの子こに対たいして言いい逆さからう者ものは、ゆるされるであろう。しかし、聖霊せいれいに対たいして言いい逆さからう者ものは、この世よでも、きたるべき世よでも、ゆるされることはない。 33木きが良よければ、その実みも良よいとし、木きが悪わるければ、その実みも悪わるいとせよ。木きはその実みでわかるからである。 34まむしの子こらよ。あなたがたは悪わるい者ものであるのに、どうして良よいことを語かたることができようか。おおよそ、心こころからあふれることを、口くちが語かたるものである。 35善人ぜんにんはよい倉くらから良よい物ものを取とり出だし、悪人あくにんは悪わるい倉くらから悪わるい物ものを取とり出だす。 36あなたがたに言いうが、審判しんぱんの日ひには、人ひとはその語かたる無益むえきな言葉ことばに対たいして、言いい開ひらきをしなければならないであろう。 37あなたは、自分じぶんの言葉ことばによって正ただしいとされ、また自分じぶんの言葉ことばによって罪つみありとされるからである」。
    


    
      38そのとき、律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとのうちのある人々ひとびとがイエスにむかって言いった、「先生せんせい、わたしたちはあなたから、しるしを見みせていただきとうございます」。 39すると、彼かれらに答こたえて言いわれた、「邪悪じゃあくで不義ふぎな時代じだいは、しるしを求もとめる。しかし、預言者よげんしゃヨナのしるしのほかには、なんのしるしも与あたえられないであろう。 40すなわち、ヨナが三日か三晩ばん、大魚たいぎょの腹はらの中うちにいたように、人ひとの子こも三日か三晩ばん、地ちの中なかにいるであろう。 41ニネベの人々ひとびとが、今いまの時代じだいの人々ひとびとと共ともにさばきの場ばに立たって、彼かれらを罪つみに定さだめるであろう。なぜなら、ニネベの人々ひとびとはヨナの宣教せんきょうによって悔くい改あらためたからである。しかし見みよ、ヨナにまさる者ものがここにいる。 42南みなみの女王じょおうが、今いまの時代じだいの人々ひとびとと共ともにさばきの場ばに立たって、彼かれらを罪つみに定さだめるであろう。なぜなら、彼女かのじょはソロモンの知恵ちえを聞きくために地ちの果はてから、はるばるきたからである。しかし見みよ、ソロモンにまさる者ものがここにいる。 43汚けがれた霊れいが人ひとから出でると、休やすみ場ばを求もとめて水みずの無ない所ところを歩あるきまわるが、見みつからない。 44そこで、出でてきた元もとの家いえに帰かえろうと言いって帰かえって見みると、その家いえはあいていて、そうじがしてある上うえ、飾かざりつけがしてあった。 45そこでまた出でて行いって、自分じぶん以上いじょうに悪わるい他たの七つの霊れいを一緒いっしょに引ひき連つれてきて中なかにはいり、そこに住すみ込こむ。そうすると、その人ひとののちの状態じょうたいは初はじめよりももっと悪わるくなるのである。よこしまな今いまの時代じだいも、このようになるであろう」。
    


    
      46イエスがまだ群衆ぐんしゅうに話はなしておられるとき、その母ははと兄弟きょうだいたちとが、イエスに話はなそうと思おもって外そとに立たっていた。 47それで、ある人ひとがイエスに言いった、「ごらんなさい。あなたの母上ははうえと兄弟きょうだいがたが、あなたに話はなそうと思おもって、外そとに立たっておられます」。 48イエスは知しらせてくれた者ものに答こたえて言いわれた、「わたしの母ははとは、だれのことか。わたしの兄弟きょうだいとは、だれのことか」。 49そして、弟子でしたちの方ほうに手てをさし伸のべて言いわれた、「ごらんなさい。ここにわたしの母はは、わたしの兄弟きょうだいがいる。 50天てんにいますわたしの父ちちのみこころを行おこなう者ものはだれでも、わたしの兄弟きょうだい、また姉妹しまい、また母ははなのである」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1その日ひ、イエスは家いえを出でて、海うみべにすわっておられた。 2ところが、大おおぜいの群衆ぐんしゅうがみもとに集あつまったので、イエスは舟ふねに乗のってすわられ、群衆ぐんしゅうはみな岸きしに立たっていた。 3イエスは譬たとえで多おおくの事ことを語かたり、こう言いわれた、「見みよ、種たねまきが種たねをまきに出でて行いった。 4まいているうちに、道みちばたに落おちた種たねがあった。すると、鳥とりがきて食たべてしまった。 5ほかの種たねは土つちの薄うすい石地いしじに落おちた。そこは土つちが深ふかくないので、すぐ芽めを出だしたが、 6日ひが上のぼると焼やけて、根ねがないために枯かれてしまった。 7ほかの種たねはいばらの地ちに落おちた。すると、いばらが伸のびて、ふさいでしまった。 8ほかの種たねは良よい地ちに落おちて実みを結むすび、あるものは百倍ばい、あるものは六十倍ばい、あるものは三十倍ばいにもなった。 9耳みみのある者ものは聞きくがよい」。
    


    
      10それから、弟子でしたちがイエスに近寄ちかよってきて言いった、「なぜ、彼かれらに譬たとえでお話はなしになるのですか」。 11そこでイエスは答こたえて言いわれた、「あなたがたには、天国てんごくの奥義おくぎを知しることが許ゆるされているが、彼かれらには許ゆるされていない。 12おおよそ、持もっている人ひとは与あたえられて、いよいよ豊ゆたかになるが、持もっていない人ひとは、持もっているものまでも取とり上あげられるであろう。 13だから、彼かれらには譬たとえで語かたるのである。それは彼かれらが、見みても見みず、聞きいても聞きかず、また悟さとらないからである。 14こうしてイザヤの言いった預言よげんが、彼かれらの上うえに成就じょうじゅしたのである。

      
        『あなたがたは聞きくには聞きくが、決けっして悟さとらない。

        見みるには見みるが、決けっして認みとめない。

        15この民たみの心こころは鈍にぶくなり、

        その耳みみは聞きこえにくく、

        その目めは閉とじている。

        それは、彼かれらが目めで見みず、耳みみで聞きかず、心こころで悟さとらず、

        悔くい改あらためていやされることがないためである』。

      

    


    
      16しかし、あなたがたの目めは見みており、耳みみは聞きいているから、さいわいである。 17あなたがたによく言いっておく。多おおくの預言者よげんしゃや義人ぎじんは、あなたがたの見みていることを見みようと熱心ねっしんに願ねがったが、見みることができず、またあなたがたの聞きいていることを聞きこうとしたが、聞きけなかったのである。 18そこで、種たねまきの譬たとえを聞ききなさい。 19だれでも御国みくにの言ことばを聞きいて悟さとらないならば、悪わるい者ものがきて、その人ひとの心こころにまかれたものを奪うばいとって行いく。道みちばたにまかれたものというのは、そういう人ひとのことである。 20石地いしじにまかれたものというのは、御言みことばを聞きくと、すぐに喜よろこんで受うける人ひとのことである。 21その中なかに根ねがないので、しばらく続つづくだけであって、御言みことばのために困難こんなんや迫害はくがいが起おこってくると、すぐつまずいてしまう。 22また、いばらの中なかにまかれたものとは、御言みことばを聞きくが、世よの心こころづかいと富とみの惑まどわしとが御言みことばをふさぐので、実みを結むすばなくなる人ひとのことである。 23また、良よい地ちにまかれたものとは、御言みことばを聞きいて悟さとる人ひとのことであって、そういう人ひとが実みを結むすび、百倍ばい、あるいは六十倍ばい、あるいは三十倍ばいにもなるのである」。
    


    
      24また、ほかの譬たとえを彼かれらに示しめして言いわれた、「天国てんごくは、良よい種たねを自分じぶんの畑はたけにまいておいた人ひとのようなものである。 25人々ひとびとが眠ねむっている間あいだに敵てきがきて、麦むぎの中なかに毒どく麦むぎをまいて立たち去さった。 26芽めがはえ出でて実みを結むすぶと、同時どうじに毒どく麦むぎもあらわれてきた。 27僕しもべたちがきて、家いえの主人しゅじんに言いった、『ご主人様しゅじんさま、畑はたけにおまきになったのは、良よい種たねではありませんでしたか。どうして毒どく麦むぎがはえてきたのですか』。 28主人しゅじんは言いった、『それは敵てきのしわざだ』。すると僕しもべたちが言いった『では行いって、それを抜ぬき集あつめましょうか』。 29彼かれは言いった、『いや、毒どく麦むぎを集あつめようとして、麦むぎも一緒いっしょに抜ぬくかも知しれない。 30収穫しゅうかくまで、両方りょうほうとも育そだつままにしておけ。収穫しゅうかくの時ときになったら、刈かる者ものに、まず毒どく麦むぎを集あつめて束たばにして焼やき、麦むぎの方ほうは集あつめて倉くらに入いれてくれ、と言いいつけよう』」。
    


    
      31また、ほかの譬たとえを彼かれらに示しめして言いわれた、「天国てんごくは、一粒つぶのからし種だねのようなものである。ある人ひとがそれをとって畑はたけにまくと、 32それはどんな種たねよりも小ちいさいが、成長せいちょうすると、野菜やさいの中なかでいちばん大おおきくなり、空そらの鳥とりがきて、その枝えだに宿やどるほどの木きになる」。
    


    
      33またほかの譬たとえを彼かれらに語かたられた、「天国てんごくは、パン種たねのようなものである。女おんながそれを取とって三斗との粉こなの中なかに混まぜると、全体ぜんたいがふくらんでくる」。
    


    
      34イエスはこれらのことをすべて、譬たとえで群衆ぐんしゅうに語かたられた。譬たとえによらないでは何事なにごとも彼かれらに語かたられなかった。 35これは預言者よげんしゃによって言いわれたことが、成就じょうじゅするためである、

      
        「わたしは口くちを開ひらいて譬たとえを語かたり、

        世よの初はじめから隠かくされていることを語かたり出だそう」。

      

    


    
      36それからイエスは、群衆ぐんしゅうをあとに残のこして家いえにはいられた。すると弟子でしたちは、みもとにきて言いった、「畑はたけの毒どく麦むぎの譬たとえを説明せつめいしてください」。 37イエスは答こたえて言いわれた、「良よい種たねをまく者ものは、人ひとの子こである。 38畑はたけは世界せかいである。良よい種たねと言いうのは御国みくにの子こたちで、毒どく麦むぎは悪わるい者ものの子こたちである。 39それをまいた敵てきは悪魔あくまである。収穫しゅうかくとは世よの終おわりのことで、刈かる者ものは御使みつかいたちである。 40だから、毒どく麦むぎが集あつめられて火ひで焼やかれるように、世よの終おわりにもそのとおりになるであろう。 41人ひとの子こはその使つかいたちをつかわし、つまずきとなるものと不法ふほうを行おこなう者ものとを、ことごとく御国みくにからとり集あつめて、 42炉ろの火ひに投なげ入いれさせるであろう。そこでは泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう。 43そのとき、義人ぎじんたちは彼かれらの父ちちの御国みくにで、太陽たいようのように輝かがやきわたるであろう。耳みみのある者ものは聞きくがよい。
    


    
      44天国てんごくは、畑はたけに隠かくしてある宝たからのようなものである。人ひとがそれを見みつけると隠かくしておき、喜よろこびのあまり、行いって持もち物ものをみな売うりはらい、そしてその畑はたけを買かうのである。
    


    
      45また天国てんごくは、良よい真珠しんじゅを捜さがしている商人しょうにんのようなものである。 46高価こうかな真珠しんじゅ一個こを見みいだすと、行いって持もち物ものをみな売うりはらい、そしてこれを買かうのである。
    


    
      47また天国てんごくは、海うみにおろして、あらゆる種類しゅるいの魚うおを囲かこみいれる網あみのようなものである。 48それがいっぱいになると岸きしに引ひき上あげ、そしてすわって、良よいのを器うつわに入いれ、悪わるいのを外そとへ捨すてるのである。 49世よの終おわりにも、そのとおりになるであろう。すなわち、御使みつかいたちがきて、義人ぎじんのうちから悪人あくにんをえり分わけ、 50そして炉ろの火ひに投なげこむであろう。そこでは泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう。
    


    
      51あなたがたは、これらのことが皆みなわかったか」。彼かれらは「わかりました」と答こたえた。 52そこで、イエスは彼かれらに言いわれた、「それだから、天国てんごくのことを学まなんだ学者がくしゃは、新あたらしいものと古ふるいものとを、その倉くらから取とり出だす一家いっかの主人しゅじんのようなものである」。
    


    
      53イエスはこれらの譬たとえを語かたり終おえてから、そこを立たち去さられた。 54そして郷里きょうりに行いき、会堂かいどうで人々ひとびとを教おしえられたところ、彼かれらは驚おどろいて言いった、「この人ひとは、この知恵ちえとこれらの力ちからあるわざとを、どこで習ならってきたのか。 55この人ひとは大工だいくの子こではないか。母はははマリヤといい、兄弟きょうだいたちは、ヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダではないか。 56またその姉妹しまいたちもみな、わたしたちと一緒いっしょにいるではないか。こんな数々かずかずのことを、いったい、どこで習ならってきたのか」。 57こうして人々ひとびとはイエスにつまずいた。しかし、イエスは言いわれた、「預言者よげんしゃは、自分じぶんの郷里きょうりや自分じぶんの家いえ以外いがいでは、どこででも敬うやまわれないことはない」。 58そして彼かれらの不ふ信仰しんこうのゆえに、そこでは力ちからあるわざを、あまりなさらなかった。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1そのころ、領主りょうしゅヘロデはイエスのうわさを聞きいて、 2家来けらいに言いった、「あれはバプテスマのヨハネだ。死人しにんの中なかからよみがえったのだ。それで、あのような力ちからが彼かれのうちに働はたらいているのだ」。 3というのは、ヘロデは先さきに、自分じぶんの兄弟きょうだいピリポの妻つまヘロデヤのことで、ヨハネを捕とらえて縛しばり、獄ごくに入いれていた。 4すなわち、ヨハネはヘロデに、「その女おんなをめとるのは、よろしくない」と言いったからである。 5そこでヘロデはヨハネを殺ころそうと思おもったが、群衆ぐんしゅうを恐おそれた。彼かれらがヨハネを預言者よげんしゃと認みとめていたからである。 6さてヘロデの誕生たんじょう日びの祝いわいに、ヘロデヤの娘むすめがその席上せきじょうで舞まいをまい、ヘロデを喜よろこばせたので、 7彼女かのじょの願ねがうものは、なんでも与あたえようと、彼かれは誓ちかって約束やくそくまでした。 8すると彼女かのじょは母ははにそそのかされて、「バプテスマのヨハネの首くびを盆ぼんに載のせて、ここに持もってきていただきとうございます」と言いった。 9王おうは困こまったが、いったん誓ちかったのと、また列座れつざの人ひとたちの手前てまえ、それを与あたえるように命めいじ、 10人ひとをつかわして、獄中ごくちゅうでヨハネの首くびを切きらせた。 11その首くびは盆ぼんに載のせて運はこばれ、少女しょうじょにわたされ、少女しょうじょはそれを母ははのところに持もって行いった。 12それから、ヨハネの弟子でしたちがきて、死体したいを引ひき取とって葬ほうむった。そして、イエスのところに行いって報告ほうこくした。
    


    
      13イエスはこのことを聞きくと、舟ふねに乗のってそこを去さり、自分じぶんひとりで寂さびしい所ところへ行いかれた。しかし、群衆ぐんしゅうはそれと聞きいて、町々まちまちから徒歩とほであとを追おってきた。 14イエスは舟ふねから上あがって、大おおぜいの群衆ぐんしゅうをごらんになり、彼かれらを深ふかくあわれんで、そのうちの病人びょうにんたちをおいやしになった。 15夕方ゆうがたになったので、弟子でしたちがイエスのもとにきて言いった、「ここは寂さびしい所ところでもあり、もう時ときもおそくなりました。群衆ぐんしゅうを解散かいさんさせ、めいめいで食物しょくもつを買かいに、村々むらむらへ行いかせてください」。 16するとイエスは言いわれた、「彼かれらが出でかけて行いくには及およばない。あなたがたの手てで食物しょくもつをやりなさい」。 17弟子でしたちは言いった、「わたしたちはここに、パン五つと魚うお二ひきしか持もっていません」。 18イエスは言いわれた、「それをここに持もってきなさい」。 19そして群衆ぐんしゅうに命めいじて、草くさの上うえにすわらせ、五つのパンと二ひきの魚うおとを手てに取とり、天てんを仰あおいでそれを祝福しゅくふくし、パンをさいて弟子でしたちに渡わたされた。弟子でしたちはそれを群衆ぐんしゅうに与あたえた。 20みんなの者ものは食たべて満腹まんぷくした。パンくずの残のこりを集あつめると、十二のかごにいっぱいになった。 21食たべた者ものは、女おんなと子供こどもとを除のぞいて、おおよそ五千人にんであった。
    


    
      22それからすぐ、イエスは群衆ぐんしゅうを解散かいさんさせておられる間あいだに、しいて弟子でしたちを舟ふねに乗のり込こませ、向むこう岸ぎしへ先さきにおやりになった。 23そして群衆ぐんしゅうを解散かいさんさせてから、祈いのるためひそかに山やまへ登のぼられた。夕方ゆうがたになっても、ただひとりそこにおられた。 24ところが舟ふねは、もうすでに陸りくから数丁すうちょうも離はなれており、逆風ぎゃくふうが吹ふいていたために、波なみに悩なやまされていた。 25イエスは夜明よあけの四時じごろ、海うみの上うえを歩あるいて彼かれらの方ほうへ行いかれた。 26弟子でしたちは、イエスが海うみの上うえを歩あるいておられるのを見みて、幽霊ゆうれいだと言いっておじ惑まどい、恐怖きょうふのあまり叫さけび声ごえをあげた。 27しかし、イエスはすぐに彼かれらに声こえをかけて、「しっかりするのだ、わたしである。恐おそれることはない」と言いわれた。 28するとペテロが答こたえて言いった、「主しゅよ、あなたでしたか。では、わたしに命めいじて、水みずの上うえを渡わたってみもとに行いかせてください」。 29イエスは、「おいでなさい」と言いわれたので、ペテロは舟ふねからおり、水みずの上うえを歩あるいてイエスのところへ行いった。 30しかし、風かぜを見みて恐おそろしくなり、そしておぼれかけたので、彼かれは叫さけんで、「主しゅよ、お助たすけください」と言いった。 31イエスはすぐに手てを伸のばし、彼かれをつかまえて言いわれた、「信仰しんこうの薄うすい者ものよ、なぜ疑うたがったのか」。 32ふたりが舟ふねに乗のり込こむと、風かぜはやんでしまった。 33舟ふねの中なかにいた者ものたちはイエスを拝はいして、「ほんとうに、あなたは神かみの子こです」と言いった。
    


    
      34それから、彼かれらは海うみを渡わたってゲネサレの地ちに着ついた。 35するとその土地とちの人々ひとびとはイエスと知しって、その附近ふきん全体ぜんたいに人ひとをつかわし、イエスのところに病人びょうにんをみな連つれてこさせた。 36そして彼かれらにイエスの上着うわぎのふさにでも、さわらせてやっていただきたいとお願ねがいした。そしてさわった者ものは皆みないやされた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1ときに、パリサイ人びとと律法りっぽう学者がくしゃたちとが、エルサレムからイエスのもとにきて言いった、 2「あなたの弟子でしたちは、なぜ昔むかしの人々ひとびとの言伝いいつたえを破やぶるのですか。彼かれらは食事しょくじの時ときに手てを洗あらっていません」。 3イエスは答こたえて言いわれた、「なぜ、あなたがたも自分じぶんたちの言伝いいつたえによって、神かみのいましめを破やぶっているのか。 4神かみは言いわれた、『父ちちと母ははとを敬うやまえ』、また『父ちちまたは母ははをののしる者ものは、必かならず死しに定さだめられる』と。 5それだのに、あなたがたは『だれでも父ちちまたは母ははにむかって、あなたにさしあげるはずのこのものは供そなえ物ものです、と言いえば、 6父ちちまたは母ははを敬うやまわなくてもよろしい』と言いっている。こうしてあなたがたは自分じぶんたちの言伝いいつたえによって、神かみの言ことばを無むにしている。 7偽善者ぎぜんしゃたちよ、イザヤがあなたがたについて、こういう適切てきせつな預言よげんをしている、

      
        8『この民たみは、口くちさきではわたしを敬うやまうが、

        その心こころはわたしから遠とおく離はなれている。

        9人間にんげんのいましめを教おしえとして教おしえ、

        無意味むいみにわたしを拝おがんでいる』」。

      

    


    
      10それからイエスは群衆ぐんしゅうを呼よび寄よせて言いわれた、「聞きいて悟さとるがよい。 11口くちにはいるものは人ひとを汚けがすことはない。かえって、口くちから出でるものが人ひとを汚けがすのである」。 12そのとき、弟子でしたちが近寄ちかよってきてイエスに言いった、「パリサイ人びとたちが御言みことばを聞きいてつまずいたことを、ご存ぞんじですか」。 13イエスは答こたえて言いわれた、「わたしの天てんの父ちちがお植うえにならなかったものは、みな抜ぬき取とられるであろう。 14彼かれらをそのままにしておけ。彼かれらは盲人もうじんを手引てびきする盲人もうじんである。もし盲人もうじんが盲人もうじんを手引てびきするなら、ふたりとも穴あなに落おち込こむであろう」。 15ペテロが答こたえて言いった、「その譬たとえを説明せつめいしてください」。 16イエスは言いわれた、「あなたがたも、まだわからないのか。 17口くちにはいってくるものは、みな腹はらの中なかにはいり、そして、外そとに出でて行いくことを知しらないのか。 18しかし、口くちから出でて行いくものは、心こころの中なかから出でてくるのであって、それが人ひとを汚けがすのである。 19というのは、悪わるい思おもい、すなわち、殺人さつじん、姦淫かんいん、不品行ふひんこう、盗ぬすみ、偽証ぎしょう、誹そしりは、心こころの中なかから出でてくるのであって、 20これらのものが人ひとを汚けがすのである。しかし、洗あらわない手てで食事しょくじすることは、人ひとを汚けがすのではない」。
    


    
      21さて、イエスはそこを出でて、ツロとシドンとの地方ちほうへ行いかれた。 22すると、そこへ、その地方ちほう出でのカナンの女おんなが出でてきて、「主しゅよ、ダビデの子こよ、わたしをあわれんでください。娘むすめが悪霊あくれいにとりつかれて苦くるしんでいます」と言いって叫さけびつづけた。 23しかし、イエスはひと言こともお答こたえにならなかった。そこで弟子でしたちがみもとにきて願ねがって言いった、「この女おんなを追おい払はらってください。叫さけびながらついてきていますから」。 24するとイエスは答こたえて言いわれた、「わたしは、イスラエルの家いえの失うしなわれた羊ひつじ以外いがいの者ものには、つかわされていない」。 25しかし、女おんなは近寄ちかよりイエスを拝はいして言いった、「主しゅよ、わたしをお助たすけください」。 26イエスは答こたえて言いわれた、「子供こどもたちのパンを取とって小犬こいぬに投なげてやるのは、よろしくない」。 27すると女おんなは言いった、「主しゅよ、お言葉ことばどおりです。でも、小犬こいぬもその主人しゅじんの食卓しょくたくから落おちるパンくずは、いただきます」。 28そこでイエスは答こたえて言いわれた、「女おんなよ、あなたの信仰しんこうは見みあげたものである。あなたの願ねがいどおりになるように」。その時ときに、娘むすめはいやされた。
    


    
      29イエスはそこを去さって、ガリラヤの海うみべに行いき、それから山やまに登のぼってそこにすわられた。 30すると大おおぜいの群衆ぐんしゅうが、足あしなえ、不具者ふぐしゃ、盲人もうじん、おし、そのほか多おおくの人々ひとびとを連つれてきて、イエスの足あしもとに置おいたので、彼かれらをおいやしになった。 31群衆ぐんしゅうは、おしが物ものを言いい、不具者ふぐしゃが直なおり、足あしなえが歩あるき、盲人もうじんが見みえるようになったのを見みて驚おどろき、そしてイスラエルの神かみをほめたたえた。
    


    
      32イエスは弟子でしたちを呼よび寄よせて言いわれた、「この群衆ぐんしゅうがかわいそうである。もう三日間かかんもわたしと一緒いっしょにいるのに、何なにも食たべるものがない。しかし、彼かれらを空腹くうふくのままで帰かえらせたくはない。恐おそらく途中とちゅうで弱よわり切きってしまうであろう」。 33弟子でしたちは言いった、「荒野あらのの中なかで、こんなに大おおぜいの群衆ぐんしゅうにじゅうぶん食たべさせるほどたくさんのパンを、どこで手てに入いれましょうか」。 34イエスは弟子でしたちに「パンはいくつあるか」と尋たずねられると、「七つあります。また小ちいさい魚うおが少すこしあります」と答こたえた。 35そこでイエスは群衆ぐんしゅうに、地ちにすわるようにと命めいじ、 36七つのパンと魚うおとを取とり、感謝かんしゃしてこれをさき、弟子でしたちにわたされ、弟子でしたちはこれを群衆ぐんしゅうにわけた。 37一同いちどうの者ものは食たべて満腹まんぷくした。そして残のこったパンくずを集あつめると、七つのかごにいっぱいになった。 38食たべた者ものは、女おんなと子供こどもとを除のぞいて四千人にんであった。 39そこでイエスは群衆ぐんしゅうを解散かいさんさせ、舟ふねに乗のってマガダンの地方ちほうへ行いかれた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1パリサイ人びととサドカイ人びととが近寄ちかよってきて、イエスを試こころみ、天てんからのしるしを見みせてもらいたいと言いった。 2イエスは彼かれらに言いわれた、「あなたがたは夕方ゆうがたになると、『空そらがまっかだから、晴はれだ』と言いい、 3また明あけ方がたには『空そらが曇くもってまっかだから、きょうは荒あれだ』と言いう。あなたがたは空そらの模様もようを見分みわけることを知しりながら、時ときのしるしを見分みわけることができないのか。 4邪悪じゃあくで不義ふぎな時代じだいは、しるしを求もとめる。しかし、ヨナのしるしのほかには、なんのしるしも与あたえられないであろう」。そして、イエスは彼かれらをあとに残のこして立たち去さられた。
    


    
      5弟子でしたちは向むこう岸ぎしに行いったが、パンを持もって来くるのを忘わすれていた。 6そこでイエスは言いわれた、「パリサイ人びととサドカイ人びととのパン種だねを、よくよく警戒けいかいせよ」。 7弟子でしたちは、これは自分じぶんたちがパンを持もってこなかったためであろうと言いって、互たがいに論ろんじ合あった。 8イエスはそれと知しって言いわれた、「信仰しんこうの薄うすい者ものたちよ、なぜパンがないからだと互たがいに論ろんじ合あっているのか。 9まだわからないのか。覚おぼえていないのか。五つのパンを五千人にんに分わけたとき、幾いくかご拾ひろったか。 10また、七つのパンを四千人にんに分わけたとき、幾いくかご拾ひろったか。 11わたしが言いったのは、パンについてではないことを、どうして悟さとらないのか。ただ、パリサイ人びととサドカイ人びととのパン種だねを警戒けいかいしなさい」。 12そのとき彼かれらは、イエスが警戒けいかいせよと言いわれたのは、パン種だねのことではなく、パリサイ人びととサドカイ人びととの教おしえのことであると悟さとった。
    


    
      13イエスがピリポ・カイザリヤの地方ちほうに行いかれたとき、弟子でしたちに尋たずねて言いわれた、「人々ひとびとは人ひとの子こをだれと言いっているか」。 14彼かれらは言いった、「ある人々ひとびとはバプテスマのヨハネだと言いっています。しかし、ほかの人ひとたちは、エリヤだと言いい、また、エレミヤあるいは預言者よげんしゃのひとりだ、と言いっている者ものもあります」。 15そこでイエスは彼かれらに言いわれた、「それでは、あなたがたはわたしをだれと言いうか」。 16シモン・ペテロが答こたえて言いった、「あなたこそ、生いける神かみの子こキリストです」。 17すると、イエスは彼かれにむかって言いわれた、「バルヨナ・シモン、あなたはさいわいである。あなたにこの事ことをあらわしたのは、血肉けつにくではなく、天てんにいますわたしの父ちちである。 18そこで、わたしもあなたに言いう。あなたはペテロである。そして、わたしはこの岩いわの上うえにわたしの教会きょうかいを建たてよう。黄泉よみの力ちからもそれに打うち勝かつことはない。 19わたしは、あなたに天国てんごくのかぎを授さづけよう。そして、あなたが地上ちじょうでつなぐことは、天てんでもつながれ、あなたが地上ちじょうで解とくことは天てんでも解とかれるであろう」。 20そのとき、イエスは、自分じぶんがキリストであることをだれにも言いってはいけないと、弟子でしたちを戒いましめられた。
    


    
      21この時ときから、イエス・キリストは、自分じぶんが必かならずエルサレムに行いき、長老ちょうろう、祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちから多おおくの苦くるしみを受うけ、殺ころされ、そして三日か目めによみがえるべきことを、弟子でしたちに示しめしはじめられた。 22すると、ペテロはイエスをわきへ引ひき寄よせて、いさめはじめ、「主しゅよ、とんでもないことです。そんなことがあるはずはございません」と言いった。 23イエスは振ふり向むいて、ペテロに言いわれた、「サタンよ、引ひきさがれ。わたしの邪魔じゃまをする者ものだ。あなたは神かみのことを思おもわないで、人ひとのことを思おもっている」。 24それからイエスは弟子でしたちに言いわれた、「だれでもわたしについてきたいと思おもうなら、自分じぶんを捨すて、自分じぶんの十字架じゅうじかを負おうて、わたしに従したがってきなさい。 25自分じぶんの命いのちを救すくおうと思おもう者ものはそれを失うしない、わたしのために自分じぶんの命いのちを失うしなう者ものは、それを見みいだすであろう。 26たとい人ひとが全ぜん世界せかいをもうけても、自分じぶんの命いのちを損そんしたら、なんの得とくになろうか。また、人ひとはどんな代価だいかを払はらって、その命いのちを買かいもどすことができようか。 27人ひとの子こは父ちちの栄光えいこうのうちに、御使みつかいたちを従したがえて来くるが、その時ときには、実際じっさいのおこないに応おうじて、それぞれに報むくいるであろう。 28よく聞きいておくがよい、人ひとの子こが御国みくにの力ちからをもって来くるのを見みるまでは、死しを味あじわわない者ものが、ここに立たっている者ものの中なかにいる」。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1六日むいかののち、イエスはペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄弟きょうだいヨハネだけを連つれて、高たかい山やまに登のぼられた。 2ところが、彼かれらの目めの前まえでイエスの姿すがたが変かわり、その顔かおは日ひのように輝かがやき、その衣ころもは光ひかりのように白しろくなった。 3すると、見みよ、モーセとエリヤが彼かれらに現あらわれて、イエスと語かたり合あっていた。 4ペテロはイエスにむかって言いった、「主しゅよ、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。もし、おさしつかえなければ、わたしはここに小屋こやを三つ建たてましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤのために」。 5彼かれがまだ話はなし終おえないうちに、たちまち、輝かがやく雲くもが彼かれらをおおい、そして雲くもの中なかから声こえがした、「これはわたしの愛あいする子こ、わたしの心こころにかなう者ものである。これに聞きけ」。 6弟子でしたちはこれを聞きいて非常ひじょうに恐おそれ、顔かおを地ちに伏ふせた。 7イエスは近ちかづいてきて、手てを彼かれらにおいて言いわれた、「起おきなさい、恐おそれることはない」。 8彼かれらが目めをあげると、イエスのほかには、だれも見みえなかった。
    


    
      9一同いちどうが山やまを下くだって来くるとき、イエスは「人ひとの子こが死人しにんの中なかからよみがえるまでは、いま見みたことをだれにも話はなしてはならない」と、彼かれらに命めいじられた。 10弟子でしたちはイエスにお尋たずねして言いった、「いったい、律法りっぽう学者がくしゃたちは、なぜ、エリヤが先さきに来くるはずだと言いっているのですか」。 11答こたえて言いわれた、「確たしかに、エリヤがきて、万事ばんじを元もとどおりに改あらためるであろう。 12しかし、あなたがたに言いっておく。エリヤはすでにきたのだ。しかし人々ひとびとは彼かれを認みとめず、自分じぶんかってに彼かれをあしらった。人ひとの子こもまた、そのように彼かれらから苦くるしみを受うけることになろう」。 13そのとき、弟子でしたちは、イエスがバプテスマのヨハネのことを言いわれたのだと悟さとった。
    


    
      14さて彼かれらが群衆ぐんしゅうのところに帰かえると、ひとりの人ひとがイエスに近寄ちかよってきて、ひざまずいて、言いった、 15「主しゅよ、わたしの子こをあわれんでください。てんかんで苦くるしんでおります。何なん度ども何なん度ども火ひの中なかや水みずの中なかに倒たおれるのです。 16それで、その子こをお弟子でしたちのところに連つれてきましたが、なおしていただけませんでした」。 17イエスは答こたえて言いわれた、「ああ、なんという不ふ信仰しんこうな、曲まがった時代じだいであろう。いつまで、わたしはあなたがたと一緒いっしょにおられようか。いつまであなたがたに我慢がまんができようか。その子こをここに、わたしのところに連つれてきなさい」。 18イエスがおしかりになると、悪霊あくれいはその子こから出でて行いった。そして子こはその時ときいやされた。 19それから、弟子でしたちがひそかにイエスのもとにきて言いった、「わたしたちは、どうして霊れいを追おい出だせなかったのですか」。 20するとイエスは言いわれた、「あなたがたの信仰しんこうが足たりないからである。よく言いい聞きかせておくが、もし、からし種だね一粒つぶほどの信仰しんこうがあるなら、この山やまにむかって『ここからあそこに移うつれ』と言いえば、移うつるであろう。このように、あなたがたにできない事ことは、何なにもないであろう。〔 21しかし、このたぐいは、祈いのりと断食だんじきとによらなければ、追おい出だすことはできない〕」。
    


    
      22彼かれらがガリラヤで集あつまっていた時とき、イエスは言いわれた、「人ひとの子こは人々ひとびとの手てにわたされ、 23彼かれらに殺ころされ、そして三日か目めによみがえるであろう」。弟子でしたちは非常ひじょうに心こころをいためた。
    


    
      24彼かれらがカペナウムにきたとき、宮みやの納入のうにゅう金きんを集あつめる人ひとたちがペテロのところにきて言いった、「あなたがたの先生せんせいは宮みやの納入のうにゅう金きんを納おさめないのか」。 25ペテロは「納おさめておられます」と言いった。そして彼かれが家いえにはいると、イエスから先さきに話はなしかけて言いわれた、「シモン、あなたはどう思おもうか。この世よの王おうたちは税ぜいや貢みつぎをだれから取とるのか。自分じぶんの子こからか、それとも、ほかの人ひとたちからか」。 26ペテロが「ほかの人ひとたちからです」と答こたえると、イエスは言いわれた、「それでは、子こは納おさめなくてもよいわけである。 27しかし、彼かれらをつまずかせないために、海うみに行いって、つり針はりをたれなさい。そして最初さいしょにつれた魚うおをとって、その口くちをあけると、銀貨ぎんか一枚まいが見みつかるであろう。それをとり出だして、わたしとあなたのために納おさめなさい」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1そのとき、弟子でしたちがイエスのもとにきて言いった、「いったい、天国てんごくではだれがいちばん偉えらいのですか」。 2すると、イエスは幼おさな子ごを呼よび寄よせ、彼かれらのまん中なかに立たたせて言いわれた、 3「よく聞ききなさい。心こころをいれかえて幼おさな子ごのようにならなければ、天国てんごくにはいることはできないであろう。 4この幼おさな子ごのように自分じぶんを低ひくくする者ものが、天国てんごくでいちばん偉えらいのである。 5また、だれでも、このようなひとりの幼おさな子ごを、わたしの名なのゆえに受うけいれる者ものは、わたしを受うけいれるのである。 6しかし、わたしを信しんずるこれらの小ちいさい者もののひとりをつまずかせる者ものは、大おおきなひきうすを首くびにかけられて海うみの深ふかみに沈しずめられる方ほうが、その人ひとの益えきになる。 7この世よは、罪つみの誘惑ゆうわくがあるから、わざわいである。罪つみの誘惑ゆうわくは必かならず来くる。しかし、それをきたらせる人ひとは、わざわいである。 8もしあなたの片手かたてまたは片足かたあしが、罪つみを犯おかさせるなら、それを切きって捨すてなさい。両手りょうて、両足りょうあしがそろったままで、永遠えいえんの火ひに投なげ込こまれるよりは、片手かたて、片足かたあしになって命いのちに入はいる方ほうがよい。 9もしあなたの片目かためが罪つみを犯おかさせるなら、それを抜ぬき出だして捨すてなさい。両りょう眼がんがそろったままで地獄じごくの火ひに投なげ入いれられるよりは、片目かためになって命いのちに入はいる方ほうがよい。 10あなたがたは、これらの小ちいさい者もののひとりをも軽かろんじないように、気きをつけなさい。あなたがたに言いうが、彼かれらの御使みつかいたちは天てんにあって、天てんにいますわたしの父ちちのみ顔かおをいつも仰あおいでいるのである。〔 11人ひとの子こは、滅ほろびる者ものを救すくうためにきたのである。〕 12あなたがたはどう思おもうか。ある人ひとに百匹ぴきの羊ひつじがあり、その中なかの一匹ぴきが迷まよい出でたとすれば、九十九匹ひきを山やまに残のこしておいて、その迷まよい出でている羊ひつじを捜さがしに出でかけないであろうか。 13もしそれを見みつけたなら、よく聞ききなさい、迷まよわないでいる九十九匹ひきのためよりも、むしろその一匹ぴきのために喜よろこぶであろう。 14そのように、これらの小ちいさい者もののひとりが滅ほろびることは、天てんにいますあなたがたの父ちちのみこころではない。
    


    
      15もしあなたの兄弟きょうだいが罪つみを犯おかすなら、行いって、彼かれとふたりだけの所ところで忠告ちゅうこくしなさい。もし聞きいてくれたら、あなたの兄弟きょうだいを得えたことになる。 16もし聞きいてくれないなら、ほかにひとりふたりを、一緒いっしょに連つれて行いきなさい。それは、ふたりまたは三人にんの証人しょうにんの口くちによって、すべてのことがらが確たしかめられるためである。 17もし彼かれらの言いうことを聞きかないなら、教会きょうかいに申もうし出でなさい。もし教会きょうかいの言いうことも聞きかないなら、その人ひとを異邦人いほうじんまたは取税人しゅぜいにん同様どうように扱あつかいなさい。 18よく言いっておく。あなたがたが地上ちじょうでつなぐことは、天てんでも皆みなつながれ、あなたがたが地上ちじょうで解とくことは、天てんでもみな解とかれるであろう。 19また、よく言いっておく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願ねがい事ごとについても地上ちじょうで心こころを合あわせるなら、天てんにいますわたしの父ちちはそれをかなえて下くださるであろう。 20ふたりまたは三人にんが、わたしの名なによって集あつまっている所ところには、わたしもその中なかにいるのである」。
    


    
      21そのとき、ペテロがイエスのもとにきて言いった、「主しゅよ、兄弟きょうだいがわたしに対たいして罪つみを犯おかした場合ばあい、幾いくたびゆるさねばなりませんか。七たびまでですか」。 22イエスは彼かれに言いわれた、「わたしは七たびまでとは言いわない。七たびを七十倍ばいするまでにしなさい。 23それだから、天国てんごくは王おうが僕しもべたちと決算けっさんをするようなものだ。 24決算けっさんが始はじまると、一万タラントの負債ふさいのある者ものが、王おうのところに連つれられてきた。 25しかし、返かえせなかったので、主人しゅじんは、その人ひと自身じしんとその妻子さいしと持もち物もの全部ぜんぶとを売うって返かえすように命めいじた。 26そこで、この僕しもべはひれ伏ふして哀願あいがんした、『どうぞお待まちください。全部ぜんぶお返かえしいたしますから』。 27僕しもべの主人しゅじんはあわれに思おもって、彼かれをゆるし、その負債ふさいを免めんじてやった。 28その僕しもべが出でて行いくと、百デナリを貸かしているひとりの仲間なかまに出会であい、彼かれをつかまえ、首くびをしめて『借金しゃっきんを返かえせ』と言いった。 29そこでこの仲間なかまはひれ伏ふし、『どうか待まってくれ。返かえすから』と言いって頼たのんだ。 30しかし承知しょうちせずに、その人ひとをひっぱって行いって、借金しゃっきんを返かえすまで獄ごくに入いれた。 31その人ひとの仲間なかまたちは、この様子ようすを見みて、非常ひじょうに心こころをいため、行いってそのことをのこらず主人しゅじんに話はなした。 32そこでこの主人しゅじんは彼かれを呼よびつけて言いった、『悪わるい僕しもべ、わたしに願ねがったからこそ、あの負債ふさいを全部ぜんぶゆるしてやったのだ。 33わたしがあわれんでやったように、あの仲間なかまをあわれんでやるべきではなかったか』。 34そして主人しゅじんは立腹りっぷくして、負債ふさい全部ぜんぶを返かえしてしまうまで、彼かれを獄吏ごくりに引ひきわたした。 35あなたがためいめいも、もし心こころから兄弟きょうだいをゆるさないならば、わたしの天てんの父ちちもまたあなたがたに対たいして、そのようになさるであろう」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1イエスはこれらのことを語かたり終おえられてから、ガリラヤを去さってヨルダンの向むこうのユダヤの地方ちほうへ行いかれた。 2すると大おおぜいの群衆ぐんしゅうがついてきたので、彼かれらをそこでおいやしになった。
    


    
      3さてパリサイ人びとたちが近ちかづいてきて、イエスを試こころみようとして言いった、「何なにかの理由りゆうで、夫おっとがその妻つまを出だすのは、さしつかえないでしょうか」。 4イエスは答こたえて言いわれた、「あなたがたはまだ読よんだことがないのか。『創造者そうぞうしゃは初はじめから人ひとを男おとこと女おんなとに造つくられ、 5そして言いわれた、それゆえに、人ひとは父母ふぼを離はなれ、その妻つまと結むすばれ、ふたりの者ものは一体いったいとなるべきである』。 6彼かれらはもはや、ふたりではなく一体いったいである。だから、神かみが合あわせられたものを、人ひとは離はなしてはならない」。 7彼かれらはイエスに言いった、「それでは、なぜモーセは、妻つまを出だす場合ばあいには離縁りえん状じょうを渡わたせ、と定さだめたのですか」。 8イエスが言いわれた、「モーセはあなたがたの心こころが、かたくななので、妻つまを出だすことを許ゆるしたのだが、初はじめからそうではなかった。 9そこでわたしはあなたがたに言いう。不品行ふひんこうのゆえでなくて、自分じぶんの妻つまを出だして他たの女おんなをめとる者ものは、姦淫かんいんを行おこなうのである」。 10弟子でしたちは言いった、「もし妻つまに対たいする夫おっとの立場たちばがそうだとすれば、結婚けっこんしない方ほうがましです」。 11するとイエスは彼かれらに言いわれた、「その言葉ことばを受うけいれることができるのはすべての人ひとではなく、ただそれを授さづけられている人々ひとびとだけである。 12というのは、母ははの胎内たいないから独身者どくしんしゃに生うまれついているものがあり、また他ほかから独身者どくしんしゃにされたものもあり、また天国てんごくのために、みずから進すすんで独身者どくしんしゃとなったものもある。この言葉ことばを受うけられる者ものは、受うけいれるがよい」。
    


    
      13そのとき、イエスに手てをおいて祈いのっていただくために、人々ひとびとが幼おさな子ごらをみもとに連つれてきた。ところが、弟子でしたちは彼かれらをたしなめた。 14するとイエスは言いわれた、「幼おさな子ごらをそのままにしておきなさい。わたしのところに来くるのをとめてはならない。天国てんごくはこのような者ものの国くにである」。 15そして手てを彼かれらの上うえにおいてから、そこを去さって行いかれた。
    


    
      16すると、ひとりの人ひとがイエスに近寄ちかよってきて言いった、「先生せんせい、永遠えいえんの生命せいめいを得えるためには、どんなよいことをしたらいいでしょうか」。 17イエスは言いわれた、「なぜよい事ことについてわたしに尋たずねるのか。よいかたはただひとりだけである。もし命いのちに入はいりたいと思おもうなら、いましめを守まもりなさい」。 18彼かれは言いった、「どのいましめですか」。イエスは言いわれた、「『殺ころすな、姦淫かんいんするな、盗ぬすむな、偽証ぎしょうを立たてるな。 19父ちちと母ははとを敬うやまえ』。また『自分じぶんを愛あいするように、あなたの隣となり人ひとを愛あいせよ』」。 20この青年せいねんはイエスに言いった、「それはみな守まもってきました。ほかに何なにが足たりないのでしょう」。 21イエスは彼かれに言いわれた、「もしあなたが完全かんぜんになりたいと思おもうなら、帰かえってあなたの持もち物ものを売うり払はらい、貧まずしい人々ひとびとに施ほどこしなさい。そうすれば、天てんに宝たからを持もつようになろう。そして、わたしに従したがってきなさい」。 22この言葉ことばを聞きいて、青年せいねんは悲かなしみながら立たち去さった。たくさんの資産しさんを持もっていたからである。
    


    
      23それからイエスは弟子でしたちに言いわれた、「よく聞ききなさい。富とんでいる者ものが天国てんごくにはいるのは、むずかしいものである。 24また、あなたがたに言いうが、富とんでいる者ものが神かみの国くににはいるよりは、らくだが針はりの穴あなを通とおる方ほうが、もっとやさしい」。 25弟子でしたちはこれを聞きいて非常ひじょうに驚おどろいて言いった、「では、だれが救すくわれることができるのだろう」。 26イエスは彼かれらを見みつめて言いわれた、「人ひとにはそれはできないが、神かみにはなんでもできない事ことはない」。 27そのとき、ペテロがイエスに答こたえて言いった、「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨すてて、あなたに従したがいました。ついては、何なにがいただけるでしょうか」。 28イエスは彼かれらに言いわれた、「よく聞きいておくがよい。世よが改あらたまって、人ひとの子こがその栄光えいこうの座ざにつく時ときには、わたしに従したがってきたあなたがたもまた、十二の位くらいに座ざしてイスラエルの十二の部族ぶぞくをさばくであろう。 29おおよそ、わたしの名なのために、家いえ、兄弟きょうだい、姉妹しまい、父ちち、母はは、子こ、もしくは畑はたけを捨すてた者ものは、その幾いく倍ばいもを受うけ、また永遠えいえんの生命せいめいを受うけつぐであろう。 30しかし、多おおくの先さきの者ものはあとになり、あとの者ものは先さきになるであろう。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1天国てんごくは、ある家いえの主人しゅじんが、自分じぶんのぶどう園えんに労働者ろうどうしゃを雇やとうために、夜よが明あけると同時どうじに、出でかけて行いくようなものである。 2彼かれは労働者ろうどうしゃたちと、一日にち一デナリの約束やくそくをして、彼かれらをぶどう園えんに送おくった。 3それから九時じごろに出でて行いって、他たの人々ひとびとが市場いちばで何なにもせずに立たっているのを見みた。 4そして、その人ひとたちに言いった、『あなたがたも、ぶどう園えんに行いきなさい。相当そうとうな賃銀ちんぎんを払はらうから』。 5そこで、彼かれらは出でかけて行いった。主人しゅじんはまた、十二時じごろと三時じごろとに出でて行いって、同おなじようにした。 6五時ときごろまた出でて行いくと、まだ立たっている人々ひとびとを見みたので、彼かれらに言いった、『なぜ、何なにもしないで、一日にち中ぢゅうここに立たっていたのか』。 7彼かれらが『だれもわたしたちを雇やとってくれませんから』と答こたえたので、その人々ひとびとに言いった、『あなたがたも、ぶどう園えんに行いきなさい』。 8さて、夕方ゆうがたになって、ぶどう園えんの主人しゅじんは管理人かんりにんに言いった、『労働者ろうどうしゃたちを呼よびなさい。そして、最後さいごにきた人々ひとびとからはじめて順々じゅんじゅんに最初さいしょにきた人々ひとびとにわたるように、賃銀ちんぎんを払はらってやりなさい』。 9そこで、五時ときごろに雇やとわれた人々ひとびとがきて、それぞれ一デナリずつもらった。 10ところが、最初さいしょの人々ひとびとがきて、もっと多おおくもらえるだろうと思おもっていたのに、彼かれらも一デナリずつもらっただけであった。 11もらったとき、家いえの主人しゅじんにむかって不平ふへいをもらして 12言いった、『この最後さいごの者ものたちは一時間じかんしか働はたらかなかったのに、あなたは一日にちじゅう、労苦ろうくと暑あつさを辛抱しんぼうしたわたしたちと同おなじ扱あつかいをなさいました』。 13そこで彼かれはそのひとりに答こたえて言いった、『友ともよ、わたしはあなたに対たいして不正ふせいをしてはいない。あなたはわたしと一デナリの約束やくそくをしたではないか。 14自分じぶんの賃銀ちんぎんをもらって行いきなさい。わたしは、この最後さいごの者ものにもあなたと同様どうように払はらってやりたいのだ。 15自分じぶんの物ものを自分じぶんがしたいようにするのは、当あたりまえではないか。それともわたしが気前きまえよくしているので、ねたましく思おもうのか』。 16このように、あとの者ものは先さきになり、先さきの者ものはあとになるであろう」。
    


    
      17さて、イエスはエルサレムへ上のぼるとき、十二弟子でしをひそかに呼よびよせ、その途中とちゅうで彼かれらに言いわれた、 18「見みよ、わたしたちはエルサレムへ上のぼって行いくが、人ひとの子こは祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちの手てに渡わたされるであろう。彼かれらは彼かれに死刑しけいを宣告せんこくし、 19そして彼かれをあざけり、むち打うち、十字架じゅうじかにつけさせるために、異邦人いほうじんに引ひきわたすであろう。そして彼かれは三日か目めによみがえるであろう」。
    


    
      20そのとき、ゼベダイの子こらの母ははが、その子こらと一緒いっしょにイエスのもとにきてひざまずき、何事なにごとかをお願ねがいした。 21そこでイエスは彼女かのじょに言いわれた、「何なにをしてほしいのか」。彼女かのじょは言いった、「わたしのこのふたりのむすこが、あなたの御国みくにで、ひとりはあなたの右みぎに、ひとりは左ひだりにすわれるように、お言葉ことばをください」。 22イエスは答こたえて言いわれた、「あなたがたは、自分じぶんが何なにを求もとめているのか、わかっていない。わたしの飲のもうとしている杯さかずきを飲のむことができるか」。彼かれらは「できます」と答こたえた。 23イエスは彼かれらに言いわれた、「確たしかに、あなたがたはわたしの杯さかずきを飲のむことになろう。しかし、わたしの右みぎ、左ひだりにすわらせることは、わたしのすることではなく、わたしの父ちちによって備そなえられている人々ひとびとだけに許ゆるされることである」。 24十人にんの者ものはこれを聞きいて、このふたりの兄弟きょうだいたちのことで憤慨ふんがいした。 25そこで、イエスは彼かれらを呼よび寄よせて言いわれた、「あなたがたの知しっているとおり、異邦人いほうじんの支配者しはいしゃたちはその民たみを治おさめ、また偉えらい人ひとたちは、その民たみの上うえに権力けんりょくをふるっている。 26あなたがたの間あいだではそうであってはならない。かえって、あなたがたの間あいだで偉えらくなりたいと思おもう者ものは、仕つかえる人ひととなり、 27あなたがたの間あいだでかしらになりたいと思おもう者ものは、僕しもべとならねばならない。 28それは、人ひとの子こがきたのも、仕つかえられるためではなく、仕つかえるためであり、また多おおくの人ひとのあがないとして、自分じぶんの命いのちを与あたえるためであるのと、ちょうど同おなじである」。
    


    
      29それから、彼かれらがエリコを出でて行いったとき、大おおぜいの群衆ぐんしゅうがイエスに従したがってきた。 30すると、ふたりの盲人もうじんが道みちばたにすわっていたが、イエスがとおって行いかれると聞きいて、叫さけんで言いった、「主しゅよ、ダビデの子こよ、わたしたちをあわれんで下ください」。 31群衆ぐんしゅうは彼かれらをしかって黙だまらせようとしたが、彼かれらはますます叫さけびつづけて言いった、「主しゅよ、ダビデの子こよ、わたしたちをあわれんで下ください」。 32イエスは立たちどまり、彼かれらを呼よんで言いわれた、「わたしに何なにをしてほしいのか」。 33彼かれらは言いった、「主しゅよ、目めをあけていただくことです」。 34イエスは深ふかくあわれんで、彼かれらの目めにさわられた。すると彼かれらは、たちまち見みえるようになり、イエスに従したがって行いった。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1さて、彼かれらがエルサレムに近ちかづき、オリブ山やま沿ぞいのベテパゲに着ついたとき、イエスはふたりの弟子でしをつかわして言いわれた、 2「向むこうの村むらへ行いきなさい。するとすぐ、ろばがつながれていて、子ころばがそばにいるのを見みるであろう。それを解といてわたしのところに引ひいてきなさい。 3もしだれかが、あなたがたに何なにか言いったなら、主しゅがお入いり用ようなのです、と言いいなさい。そう言いえば、すぐ渡わたしてくれるであろう」。 4こうしたのは、預言者よげんしゃによって言いわれたことが、成就じょうじゅするためである。 5すなわち、

      
        「シオンの娘むすめに告つげよ、

        見みよ、あなたの王おうがおいでになる、

        柔和にゅうわなおかたで、ろばに乗のって、

        くびきを負おうろばの子こに乗のって」。

      
6弟子でしたちは出でて行いって、イエスがお命めいじになったとおりにし、 7ろばと子ころばとを引ひいてきた。そしてその上うえに自分じぶんたちの上着うわぎをかけると、イエスはそれにお乗のりになった。 8群衆ぐんしゅうのうち多おおくの者ものは自分じぶんたちの上着うわぎを道みちに敷しき、また、ほかの者ものたちは木きの枝えだを切きってきて道みちに敷しいた。 9そして群衆ぐんしゅうは、前まえに行ゆく者ものも、あとに従したがう者ものも、共ともに叫さけびつづけた、

      
        「ダビデの子こに、ホサナ。

        主しゅの御名みなによってきたる者ものに、祝福しゅくふくあれ。

        いと高たかき所ところに、ホサナ」。

      
10イエスがエルサレムにはいって行いかれたとき、町中まちじゅうがこぞって騒さわぎ立たち、「これは、いったい、どなただろう」と言いった。 11そこで群衆ぐんしゅうは、「この人ひとはガリラヤのナザレから出でた預言者よげんしゃイエスである」と言いった。
    


    
      12それから、イエスは宮みやにはいられた。そして、宮みやの庭にわで売うり買かいしていた人々ひとびとをみな追おい出だし、また両替人りょうがえにんの台だいや、はとを売うる者ものの腰掛こしかけをくつがえされた。 13そして彼かれらに言いわれた、「『わたしの家いえは、祈いのりの家いえととなえらるべきである』と書かいてある。それだのに、あなたがたはそれを強盗ごうとうの巣すにしている」。 14そのとき宮みやの庭にわで、盲人もうじんや足あしなえがみもとにきたので、彼かれらをおいやしになった。 15しかし、祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちは、イエスがなされた不思議ふしぎなわざを見み、また宮みやの庭にわで「ダビデの子こに、ホサナ」と叫さけんでいる子供こどもたちを見みて立腹りっぷくし、 16イエスに言いった、「あの子こたちが何なにを言いっているのか、お聞ききですか」。イエスは彼かれらに言いわれた、「そうだ、聞きいている。あなたがたは『幼おさな子ご、乳ちのみ子ごたちの口くちにさんびを備そなえられた』とあるのを読よんだことがないのか」。 17それから、イエスは彼かれらをあとに残のこし、都みやこを出でてベタニヤに行いき、そこで夜よを過すごされた。
    


    
      18朝あさはやく都みやこに帰かえるとき、イエスは空腹くうふくをおぼえられた。 19そして、道みちのかたわらに一本ぽんのいちじくの木きがあるのを見みて、そこに行いかれたが、ただ葉はのほかは何なにも見当みあたらなかった。そこでその木きにむかって、「今いまから後のちいつまでも、おまえには実みがならないように」と言いわれた。すると、いちじくの木きはたちまち枯かれた。 20弟子でしたちはこれを見みて、驚おどろいて言いった、「いちじくがどうして、こうすぐに枯かれたのでしょう」。 21イエスは答こたえて言いわれた、「よく聞きいておくがよい。もしあなたがたが信しんじて疑うたがわないならば、このいちじくにあったようなことが、できるばかりでなく、この山やまにむかって、動うごき出だして海うみの中なかにはいれと言いっても、そのとおりになるであろう。 22また、祈いのりのとき、信しんじて求もとめるものは、みな与あたえられるであろう」。
    


    
      23イエスが宮みやにはいられたとき、祭司長さいしちょうたちや民たみの長老ちょうろうたちが、その教おしえておられる所ところにきて言いった、「何なにの権威けんいによって、これらの事ことをするのですか。だれが、そうする権威けんいを授さづけたのですか」。 24そこでイエスは彼かれらに言いわれた、「わたしも一つだけ尋たずねよう。あなたがたがそれに答こたえてくれたなら、わたしも、何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのか、あなたがたに言いおう。 25ヨハネのバプテスマはどこからきたのであったか。天てんからであったか、人ひとからであったか」。すると、彼かれらは互たがいに論ろんじて言いった、「もし天てんからだと言いえば、では、なぜ彼かれを信しんじなかったのか、とイエスは言いうだろう。 26しかし、もし人ひとからだと言いえば、群衆ぐんしゅうが恐おそろしい。人々ひとびとがみなヨハネを預言者よげんしゃと思おもっているのだから」。 27そこで彼かれらは、「わたしたちにはわかりません」と答こたえた。すると、イエスが言いわれた、「わたしも何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのか、あなたがたに言いうまい。
    


    
      28あなたがたはどう思おもうか。ある人ひとにふたりの子こがあったが、兄あにのところに行いって言いった、『子こよ、きょう、ぶどう園えんへ行いって働はたらいてくれ』。 29すると彼かれは『おとうさん、参まいります』と答こたえたが、行いかなかった。 30また弟おとうとのところにきて同おなじように言いった。彼かれは『いやです』と答こたえたが、あとから心こころを変かえて、出でかけた。 31このふたりのうち、どちらが父ちちの望のぞみどおりにしたのか」。彼かれらは言いった、「あとの者ものです」。イエスは言いわれた、「よく聞ききなさい。取税人しゅぜいにんや遊女ゆうじょは、あなたがたより先さきに神かみの国くににはいる。 32というのは、ヨハネがあなたがたのところにきて、義ぎの道みちを説といたのに、あなたがたは彼かれを信しんじなかった。ところが、取税人しゅぜいにんや遊女ゆうじょは彼かれを信しんじた。あなたがたはそれを見みたのに、あとになっても、心こころをいれ変かえて彼かれを信しんじようとしなかった。
    


    
      33もう一つの譬たとえを聞ききなさい。ある所ところに、ひとりの家いえの主人しゅじんがいたが、ぶどう園えんを造つくり、かきをめぐらし、その中なかに酒さかぶねの穴あなを掘ほり、やぐらを立たて、それを農夫のうふたちに貸かして、旅たびに出でかけた。 34収穫しゅうかくの季節きせつがきたので、その分わけ前まえを受うけ取とろうとして、僕しもべたちを農夫のうふのところへ送おくった。 35すると、農夫のうふたちは、その僕しもべたちをつかまえて、ひとりを袋ふくろだたきにし、ひとりを殺ころし、もうひとりを石いしで打うち殺ころした。 36また別べつに、前まえよりも多おおくの僕しもべたちを送おくったが、彼かれらをも同おなじようにあしらった。 37しかし、最後さいごに、わたしの子こは敬うやまってくれるだろうと思おもって、主人しゅじんはその子こを彼かれらの所ところにつかわした。 38すると農夫のうふたちは、その子こを見みて互たがいに言いった、『あれはあと取とりだ。さあ、これを殺ころして、その財産ざいさんを手てに入いれよう』。 39そして彼かれをつかまえて、ぶどう園えんの外そとに引ひき出だして殺ころした。 40このぶどう園えんの主人しゅじんが帰かえってきたら、この農夫のうふたちをどうするだろうか」。 41彼かれらはイエスに言いった、「悪人あくにんどもを、皆殺みなごろしにして、季節きせつごとに収穫しゅうかくを納おさめるほかの農夫のうふたちに、そのぶどう園えんを貸かし与あたえるでしょう」。 42イエスは彼かれらに言いわれた、「あなたがたは、聖書せいしょでまだ読よんだことがないのか、

      
        『家いえ造つくりらの捨すてた石いしが

        隅すみのかしら石いしになった。

        これは主しゅがなされたことで、

        わたしたちの目めには不思議ふしぎに見みえる』。

      
43それだから、あなたがたに言いうが、神かみの国くにはあなたがたから取とり上あげられて、御国みくににふさわしい実みを結むすぶような異邦人いほうじんに与あたえられるであろう。 44またその石いしの上うえに落おちる者ものは打うち砕くだかれ、それがだれかの上うえに落おちかかるなら、その人ひとはこなみじんにされるであろう」。 45祭司長さいしちょうたちやパリサイ人びとたちがこの譬たとえを聞きいたとき、自分じぶんたちのことをさして言いっておられることを悟さとったので、 46イエスを捕とらえようとしたが、群衆ぐんしゅうを恐おそれた。群衆ぐんしゅうはイエスを預言者よげんしゃだと思おもっていたからである。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1イエスはまた、譬たとえで彼かれらに語かたって言いわれた、 2「天国てんごくは、ひとりの王おうがその王子おうじのために、婚こん宴えんを催もよおすようなものである。 3王おうはその僕しもべたちをつかわして、この婚こん宴えんに招まねかれていた人ひとたちを呼よばせたが、その人ひとたちはこようとはしなかった。 4そこでまた、ほかの僕しもべたちをつかわして言いった、『招まねかれた人ひとたちに言いいなさい。食事しょくじの用意よういができました。牛うしも肥こえた獣けものもほふられて、すべての用意よういができました。さあ、婚こん宴えんにおいでください』。 5しかし、彼かれらは知しらぬ顔かおをして、ひとりは自分じぶんの畑はたけに、ひとりは自分じぶんの商売しょうばいに出でて行いき、 6またほかの人々ひとびとは、この僕しもべたちをつかまえて侮辱ぶじょくを加くわえた上うえ、殺ころしてしまった。 7そこで王おうは立腹りっぷくし、軍隊ぐんたいを送おくってそれらの人殺ひとごろしどもを滅ほろぼし、その町まちを焼やき払はらった。 8それから僕しもべたちに言いった、『婚こん宴えんの用意よういはできているが、招まねかれていたのは、ふさわしくない人々ひとびとであった。 9だから、町まちの大通おおどおりに出でて行いって、出会であった人ひとはだれでも婚こん宴えんに連つれてきなさい』。 10そこで、僕しもべたちは道みちに出でて行いって、出会であう人ひとは、悪人あくにんでも善人ぜんにんでもみな集あつめてきたので、婚こん宴えんの席せきは客きゃくでいっぱいになった。 11王おうは客きゃくを迎むかえようとしてはいってきたが、そこに礼服れいふくをつけていないひとりの人ひとを見みて、 12彼かれに言いった、『友ともよ、どうしてあなたは礼服れいふくをつけないで、ここにはいってきたのですか』。しかし、彼かれは黙だまっていた。 13そこで、王おうはそばの者ものたちに言いった、『この者ものの手足てあしをしばって、外そとの暗くらやみにほうり出だせ。そこで泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう』。 14招まねかれる者ものは多おおいが、選えらばれる者ものは少すくない」。
    


    
      15そのときパリサイ人びとたちがきて、どうかしてイエスを言葉ことばのわなにかけようと、相談そうだんをした。 16そして、彼かれらの弟子でしを、ヘロデ党とうの者ものたちと共ともに、イエスのもとにつかわして言いわせた、「先生せんせい、わたしたちはあなたが真実しんじつなかたであって、真理しんりに基もとづいて神かみの道みちを教おしえ、また、人ひとに分わけ隔へだてをしないで、だれをもはばかられないことを知しっています。 17それで、あなたはどう思おもわれますか、答こたえてください。カイザルに税金ぜいきんを納おさめてよいでしょうか、いけないでしょうか」。 18イエスは彼かれらの悪意あくいを知しって言いわれた、「偽善者ぎぜんしゃたちよ、なぜわたしをためそうとするのか。 19税ぜいに納おさめる貨幣かへいを見みせなさい」。彼かれらはデナリ一つを持もってきた。 20そこでイエスは言いわれた、「これは、だれの肖像しょうぞう、だれの記号きごうか」。 21彼かれらは「カイザルのです」と答こたえた。するとイエスは言いわれた、「それでは、カイザルのものはカイザルに、神かみのものは神かみに返かえしなさい」。 22彼かれらはこれを聞きいて驚嘆きょうたんし、イエスを残のこして立たち去さった。
    


    
      23復活ふっかつということはないと主張しゅちょうしていたサドカイ人びとたちが、その日ひ、イエスのもとにきて質問しつもんした、 24「先生せんせい、モーセはこう言いっています、『もし、ある人ひとが子こがなくて死しんだなら、その弟おとうとは兄あにの妻つまをめとって、兄あにのために子こをもうけねばならない』。 25さて、わたしたちのところに七人にんの兄弟きょうだいがありました。長男ちょうなんは妻つまをめとったが死しんでしまい、そして子こがなかったので、その妻つまを弟おとうとに残のこしました。 26次男じなんも三男さんなんも、ついに七人にんとも同おなじことになりました。 27最後さいごに、その女おんなも死しにました。 28すると復活ふっかつの時ときには、この女おんなは、七人にんのうちだれの妻つまなのでしょうか。みんながこの女おんなを妻つまにしたのですが」。 29イエスは答こたえて言いわれた、「あなたがたは聖書せいしょも神かみの力ちからも知しらないから、思おもい違ちがいをしている。 30復活ふっかつの時ときには、彼かれらはめとったり、とついだりすることはない。彼かれらは天てんにいる御使みつかいのようなものである。 31また、死人しにんの復活ふっかつについては、神かみがあなたがたに言いわれた言葉ことばを読よんだことがないのか。 32『わたしはアブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみである』と書かいてある。神かみは死しんだ者ものの神かみではなく、生いきている者ものの神かみである」。 33群衆ぐんしゅうはこれを聞きいて、イエスの教おしえに驚おどろいた。
    


    
      34さて、パリサイ人びとたちは、イエスがサドカイ人びとたちを言いいこめられたと聞きいて、一緒いっしょに集あつまった。 35そして彼かれらの中なかのひとりの律法りっぽう学者がくしゃが、イエスをためそうとして質問しつもんした、 36「先生せんせい、律法りっぽうの中なかで、どのいましめがいちばん大切たいせつなのですか」。 37イエスは言いわれた、「『心こころをつくし、精神せいしんをつくし、思おもいをつくして、主しゅなるあなたの神かみを愛あいせよ』。 38これがいちばん大切たいせつな、第だい一のいましめである。 39第だい二もこれと同様どうようである、『自分じぶんを愛あいするようにあなたの隣となり人びとを愛あいせよ』。 40これらの二つのいましめに、律法りっぽう全体ぜんたいと預言者よげんしゃとが、かかっている」。
    


    
      41パリサイ人びとたちが集あつまっていたとき、イエスは彼かれらにお尋たずねになった、 42「あなたがたはキリストをどう思おもうか。だれの子こなのか」。彼かれらは「ダビデの子こです」と答こたえた。 43イエスは言いわれた、「それではどうして、ダビデが御霊みたまに感かんじてキリストを主しゅと呼よんでいるのか。 44すなわち

      
        『主しゅはわが主しゅに仰おおせになった、

        あなたの敵てきをあなたの足あしもとに置おくときまでは、

        わたしの右みぎに座ざしていなさい』。

      
45このように、ダビデ自身じしんがキリストを主しゅと呼よんでいるなら、キリストはどうしてダビデの子こであろうか」。 46イエスにひと言ことでも答こたえうる者ものは、なかったし、その日ひからもはや、進すすんでイエスに質問しつもんする者ものも、いなくなった。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1そのときイエスは、群衆ぐんしゅうと弟子でしたちとに語かたって言いわれた、 2「律法りっぽう学者がくしゃとパリサイ人びととは、モーセの座ざにすわっている。 3だから、彼かれらがあなたがたに言いうことは、みな守まもって実行じっこうしなさい。しかし、彼かれらのすることには、ならうな。彼かれらは言いうだけで、実行じっこうしないから。 4また、重おもい荷物にもつをくくって人々ひとびとの肩かたにのせるが、それを動うごかすために、自分じぶんでは指ゆび一本ぽんも貸かそうとはしない。 5そのすることは、すべて人ひとに見みせるためである。すなわち、彼かれらは経札きょうふだを幅広はばひろくつくり、その衣ころものふさを大おおきくし、 6また、宴会えんかいの上座じょうざ、会堂かいどうの上席じょうせきを好このみ、 7広場ひろばであいさつされることや、人々ひとびとから先生せんせいと呼よばれることを好このんでいる。 8しかし、あなたがたは先生せんせいと呼よばれてはならない。あなたがたの先生せんせいは、ただひとりであって、あなたがたはみな兄弟きょうだいなのだから。 9また、地上ちじょうのだれをも、父ちちと呼よんではならない。あなたがたの父ちちはただひとり、すなわち、天てんにいます父ちちである。 10また、あなたがたは教師きょうしと呼よばれてはならない。あなたがたの教師きょうしはただひとり、すなわち、キリストである。 11そこで、あなたがたのうちでいちばん偉えらい者ものは、仕つかえる人ひとでなければならない。 12だれでも自分じぶんを高たかくする者ものは低ひくくされ、自分じぶんを低ひくくする者ものは高たかくされるであろう。
    


    
      13偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国てんごくを閉とざして人々ひとびとをはいらせない。自分じぶんもはいらないし、はいろうとする人ひとをはいらせもしない。〔 14偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、やもめたちの家いえを食くい倒たおし、見みえのために長ながい祈いのりをする。だから、もっときびしいさばきを受うけるに違ちがいない。〕 15偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたはひとりの改宗者かいしゅうしゃをつくるために、海うみと陸りくとを巡めぐり歩あるく。そして、つくったなら、彼かれを自分じぶんより倍ばいもひどい地獄じごくの子こにする。
    


    
      16盲目もうもくな案内あんない者しゃたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは言いう、『神殿しんでんをさして誓ちかうなら、そのままでよいが、神殿しんでんの黄金こがねをさして誓ちかうなら、果はたす責任せきにんがある』と。 17愚おろかな盲目もうもくな人ひとたちよ。黄金こがねと、黄金こがねを神聖しんせいにする神殿しんでんと、どちらが大事だいじなのか。 18また、あなたがたは言いう、『祭壇さいだんをさして誓ちかうなら、そのままでよいが、その上うえの供そなえ物ものをさして誓ちかうなら、果はたす責任せきにんがある』と。 19盲目もうもくな人ひとたちよ。供そなえ物ものと供そなえ物ものを神聖しんせいにする祭壇さいだんとどちらが大事だいじなのか。 20祭壇さいだんをさして誓ちかう者ものは、祭壇さいだんと、その上うえにあるすべての物ものとをさして誓ちかうのである。 21神殿しんでんをさして誓ちかう者ものは、神殿しんでんとその中なかに住すんでおられるかたとをさして誓ちかうのである。 22また、天てんをさして誓ちかう者ものは、神かみの御座みざとその上うえにすわっておられるかたとをさして誓ちかうのである。
    


    
      23偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。はっか、いのんど、クミンなどの薬味やくみの十分ぶんの一を宮みやに納おさめておりながら、律法りっぽうの中なかでもっと重要じゅうような、公平こうへいとあわれみと忠実ちゅうじつとを見みのがしている。それもしなければならないが、これも見みのがしてはならない。 24盲目もうもくな案内あんない者しゃたちよ。あなたがたは、ぶよはこしているが、らくだはのみこんでいる。
    


    
      25偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。杯さかずきと皿さらとの外側そとがわはきよめるが、内側うちがわは貪欲どんよくと放縦ほうじゅうとで満みちている。 26盲目もうもくなパリサイ人びとよ。まず、杯さかずきの内側うちがわをきよめるがよい。そうすれば、外側そとがわも清きよくなるであろう。
    


    
      27偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白しろく塗ぬった墓はかに似にている。外側そとがわは美うつくしく見みえるが、内側うちがわは死人しにんの骨ほねや、あらゆる不潔ふけつなものでいっぱいである。 28このようにあなたがたも、外側そとがわは人ひとに正ただしく見みえるが、内側うちがわは偽善ぎぜんと不法ふほうとでいっぱいである。
    


    
      29偽善ぎぜんな律法りっぽう学者がくしゃ、パリサイ人びとたちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは預言者よげんしゃの墓はかを建たて、義人ぎじんの碑ひを飾かざり立たてて、こう言いっている、 30『もしわたしたちが先祖せんぞの時代じだいに生いきていたなら、預言者よげんしゃの血ちを流ながすことに加くわわってはいなかっただろう』と。 31このようにして、あなたがたは預言者よげんしゃを殺ころした者ものの子孫しそんであることを、自分じぶんで証明しょうめいしている。 32あなたがたもまた先祖せんぞたちがした悪あくの枡目ますめを満みたすがよい。 33へびよ、まむしの子こらよ、どうして地獄じごくの刑罰けいばつをのがれることができようか。 34それだから、わたしは、預言者よげんしゃ、知者ちしゃ、律法りっぽう学者がくしゃたちをあなたがたにつかわすが、そのうちのある者ものを殺ころし、また十字架じゅうじかにつけ、そのある者ものを会堂かいどうでむち打うち、また町まちから町まちへと迫害はくがいして行いくであろう。 35こうして義人ぎじんアベルの血ちから、聖所せいじょと祭壇さいだんとの間あいだであなたがたが殺ころしたバラキヤの子こザカリヤの血ちに至いたるまで、地上ちじょうに流ながされた義人ぎじんの血ちの報むくいが、ことごとくあなたがたに及およぶであろう。 36よく言いっておく。これらのことの報むくいは、みな今いまの時代じだいに及およぶであろう。
    


    
      37ああ、エルサレム、エルサレム、預言者よげんしゃたちを殺ころし、おまえにつかわされた人ひとたちを石いしで打うち殺ころす者ものよ。ちょうど、めんどりが翼つばさの下したにそのひなを集あつめるように、わたしはおまえの子こらを幾いくたび集あつめようとしたことであろう。それだのに、おまえたちは応おうじようとしなかった。 38見みよ、おまえたちの家いえは見捨みすてられてしまう。 39わたしは言いっておく、

      
        『主しゅの御名みなによってきたる者ものに、祝福しゅくふくあれ』

      
とおまえたちが言いう時ときまでは、今後こんごふたたび、わたしに会あうことはないであろう」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1イエスが宮みやから出でて行いこうとしておられると、弟子でしたちは近寄ちかよってきて、宮みやの建物たてものにイエスの注意ちゅういを促うながした。 2そこでイエスは彼かれらにむかって言いわれた、「あなたがたは、これらすべてのものを見みないか。よく言いっておく。その石いし一つでもくずされずに、そこに他たの石いしの上うえに残のこることもなくなるであろう」。
    


    
      3またオリブ山やまですわっておられると、弟子でしたちが、ひそかにみもとにきて言いった、「どうぞお話はなしください。いつ、そんなことが起おこるのでしょうか。あなたがまたおいでになる時ときや、世よの終おわりには、どんな前兆ぜんちょうがありますか」。 4そこでイエスは答こたえて言いわれた、「人ひとに惑まどわされないように気きをつけなさい。 5多おおくの者ものがわたしの名なを名なのって現あらわれ、自分じぶんがキリストだと言いって、多おおくの人ひとを惑まどわすであろう。 6また、戦争せんそうと戦争せんそうのうわさとを聞きくであろう。注意ちゅういしていなさい、あわててはいけない。それは起おこらねばならないが、まだ終おわりではない。 7民たみは民たみに、国くには国くにに敵対てきたいして立たち上あがるであろう。またあちこちに、ききんが起おこり、また地震じしんがあるであろう。 8しかし、すべてこれらは産うみの苦くるしみの初はじめである。 9そのとき人々ひとびとは、あなたがたを苦くるしみにあわせ、また殺ころすであろう。またあなたがたは、わたしの名なのゆえにすべての民たみに憎にくまれるであろう。 10そのとき、多おおくの人ひとがつまずき、また互たがいに裏切うらぎり、憎にくみ合あうであろう。 11また多おおくのにせ預言者よげんしゃが起おこって、多おおくの人ひとを惑まどわすであろう。 12また不法ふほうがはびこるので、多おおくの人ひとの愛あいが冷ひえるであろう。 13しかし、最後さいごまで耐たえ忍しのぶ者ものは救すくわれる。 14そしてこの御国みくにの福音ふくいんは、すべての民たみに対たいしてあかしをするために、全ぜん世界せかいに宣のべ伝つたえられるであろう。そしてそれから最後さいごが来くるのである。
    


    
      15預言者よげんしゃダニエルによって言いわれた荒あらす憎にくむべき者ものが、聖せいなる場所ばしょに立たつのを見みたならば（読者どくしゃよ、悟さとれ）、 16そのとき、ユダヤにいる人々ひとびとは山やまへ逃にげよ。 17屋上おくじょうにいる者ものは、家いえからものを取とり出だそうとして下したにおりるな。 18畑はたけにいる者ものは、上着うわぎを取とりにあとへもどるな。 19その日ひには、身重みおもの女おんなと乳飲ちのみ子ごをもつ女おんなとは、不幸ふこうである。 20あなたがたの逃にげるのが、冬ふゆまたは安息日あんそくにちにならないように祈いのれ。 21その時ときには、世よの初はじめから現在げんざいに至いたるまで、かつてなく今後こんごもないような大おおきな患難かんなんが起おこるからである。 22もしその期間きかんが縮ちぢめられないなら、救すくわれる者ものはひとりもないであろう。しかし、選民せんみんのためには、その期間きかんが縮ちぢめられるであろう。
    


    
      23そのとき、だれかがあなたがたに『見みよ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにいる』と言いっても、それを信しんじるな。 24にせキリストたちや、にせ預言者よげんしゃたちが起おこって、大おおいなるしるしと奇跡きせきとを行おこない、できれば、選民せんみんをも惑まどわそうとするであろう。 25見みよ、あなたがたに前まえもって言いっておく。 26だから、人々ひとびとが『見みよ、彼かれは荒野あらのにいる』と言いっても、出でて行いくな。また『見みよ、へやの中なかにいる』と言いっても、信しんじるな。 27ちょうど、いなずまが東ひがしから西にしにひらめき渡わたるように、人ひとの子こも現あらわれるであろう。 28死体したいのあるところには、はげたかが集あつまるものである。
    


    
      29しかし、その時ときに起おこる患難かんなんの後のち、たちまち日ひは暗くらくなり、月つきはその光ひかりを放はなつことをやめ、星ほしは空そらから落おち、天体てんたいは揺ゆり動うごかされるであろう。 30そのとき、人ひとの子このしるしが天てんに現あらわれるであろう。またそのとき、地ちのすべての民族みんぞくは嘆なげき、そして力ちからと大おおいなる栄光えいこうとをもって、人ひとの子こが天てんの雲くもに乗のって来くるのを、人々ひとびとは見みるであろう。 31また、彼かれは大おおいなるラッパの音おとと共ともに御使みつかいたちをつかわして、天てんのはてからはてに至いたるまで、四方しほうからその選民せんみんを呼よび集あつめるであろう。
    


    
      32いちじくの木きからこの譬たとえを学まなびなさい。その枝えだが柔やわらかになり、葉はが出でるようになると、夏なつの近ちかいことがわかる。 33そのように、すべてこれらのことを見みたならば、人ひとの子こが戸口とぐちまで近ちかづいていると知しりなさい。 34よく聞きいておきなさい。これらの事ことが、ことごとく起おこるまでは、この時代じだいは滅ほろびることがない。 35天地てんちは滅ほろびるであろう。しかしわたしの言葉ことばは滅ほろびることがない。 36その日ひ、その時ときは、だれも知しらない。天てんの御使みつかいたちも、また子こも知しらない、ただ父ちちだけが知しっておられる。 37人ひとの子この現あらわれるのも、ちょうどノアの時ときのようであろう。 38すなわち、洪水こうずいの出でる前まえ、ノアが箱舟はこぶねにはいる日ひまで、人々ひとびとは食くい、飲のみ、めとり、とつぎなどしていた。 39そして洪水こうずいが襲おそってきて、いっさいのものをさらって行いくまで、彼かれらは気きがつかなかった。人ひとの子この現あらわれるのも、そのようであろう。 40そのとき、ふたりの者ものが畑はたけにいると、ひとりは取とり去さられ、ひとりは取とり残のこされるであろう。 41ふたりの女おんながうすをひいていると、ひとりは取とり去さられ、ひとりは残のこされるであろう。 42だから、目めをさましていなさい。いつの日ひにあなたがたの主しゅがこられるのか、あなたがたには、わからないからである。 43このことをわきまえているがよい。家いえの主人しゅじんは、盗賊とうぞくがいつごろ来くるかわかっているなら、目めをさましていて、自分じぶんの家いえに押おし入いることを許ゆるさないであろう。 44だから、あなたがたも用意よういをしていなさい。思おもいがけない時ときに人ひとの子こが来くるからである。 45主人しゅじんがその家いえの僕しもべたちの上うえに立たてて、時ときに応おうじて食物しょくもつをそなえさせる忠実ちゅうじつな思慮しりょ深ぶかい僕しもべは、いったい、だれであろう。 46主人しゅじんが帰かえってきたとき、そのようにつとめているのを見みられる僕しもべは、さいわいである。 47よく言いっておくが、主人しゅじんは彼かれを立たてて自分じぶんの全ぜん財産ざいさんを管理かんりさせるであろう。 48もしそれが悪わるい僕しもべであって、自分じぶんの主人しゅじんは帰かえりがおそいと心こころの中なかで思おもい、 49その僕しもべ仲間なかまをたたきはじめ、また酒飲さけのみ仲間なかまと一緒いっしょに食たべたり飲のんだりしているなら、 50その僕しもべの主人しゅじんは思おもいがけない日ひ、気きがつかない時ときに帰かえってきて、 51彼かれを厳罰げんばつに処しょし、偽善者ぎぜんしゃたちと同おなじ目めにあわせるであろう。彼かれはそこで泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1そこで天国てんごくは、十人にんのおとめがそれぞれあかりを手てにして、花婿はなむこを迎むかえに出でて行いくのに似にている。 2その中なかの五人にんは思慮しりょが浅あさく、五人にんは思慮しりょ深ぶかい者ものであった。 3思慮しりょの浅あさい者ものたちは、あかりは持もっていたが、油あぶらを用意よういしていなかった。 4しかし、思慮しりょ深ぶかい者ものたちは、自分じぶんたちのあかりと一緒いっしょに、入いれものの中なかに油あぶらを用意よういしていた。 5花婿はなむこの来くるのがおくれたので、彼かれらはみな居眠いねむりをして、寝ねてしまった。 6夜中よなかに、『さあ、花婿はなむこだ、迎むかえに出でなさい』と呼よぶ声こえがした。 7そのとき、おとめたちはみな起おきて、それぞれあかりを整ととのえた。 8ところが、思慮しりょの浅あさい女おんなたちが、思慮しりょ深ぶかい女おんなたちに言いった、『あなたがたの油あぶらをわたしたちにわけてください。わたしたちのあかりが消きえかかっていますから』。 9すると、思慮しりょ深ぶかい女おんなたちは答こたえて言いった、『わたしたちとあなたがたとに足たりるだけは、多分たぶんないでしょう。店みせに行いって、あなたがたの分ふんをお買かいになる方ほうがよいでしょう』。 10彼かれらが買かいに出でているうちに、花婿はなむこが着ついた。そこで、用意よういのできていた女おんなたちは、花婿はなむこと一緒いっしょに婚こん宴えんのへやにはいり、そして戸とがしめられた。 11そのあとで、ほかのおとめたちもきて、『ご主人様しゅじんさま、ご主人様しゅじんさま、どうぞ、あけてください』と言いった。 12しかし彼かれは答こたえて、『はっきり言いうが、わたしはあなたがたを知しらない』と言いった。 13だから、目めをさましていなさい。その日ひその時ときが、あなたがたにはわからないからである。
    


    
      14また天国てんごくは、ある人ひとが旅たびに出でるとき、その僕しもべどもを呼よんで、自分じぶんの財産ざいさんを預あづけるようなものである。 15すなわち、それぞれの能力のうりょくに応おうじて、ある者ものには五タラント、ある者ものには二タラント、ある者ものには一タラントを与あたえて、旅たびに出でた。 16五タラントを渡わたされた者ものは、すぐに行いって、それで商売しょうばいをして、ほかに五タラントをもうけた。 17二タラントの者ものも同様どうようにして、ほかに二タラントをもうけた。 18しかし、一タラントを渡わたされた者ものは、行いって地ちを掘ほり、主人しゅじんの金かねを隠かくしておいた。 19だいぶ時ときがたってから、これらの僕しもべの主人しゅじんが帰かえってきて、彼かれらと計算けいさんをしはじめた。 20すると五タラントを渡わたされた者ものが進すすみ出でて、ほかの五タラントをさし出だして言いった、『ご主人様しゅじんさま、あなたはわたしに五タラントをお預あづけになりましたが、ごらんのとおり、ほかに五タラントをもうけました』。 21主人しゅじんは彼かれに言いった、『良よい忠実ちゅうじつな僕しもべよ、よくやった。あなたはわずかなものに忠実ちゅうじつであったから、多おおくのものを管理かんりさせよう。主人しゅじんと一緒いっしょに喜よろこんでくれ』。 22二タラントの者ものも進すすみ出でて言いった、『ご主人様しゅじんさま、あなたはわたしに二タラントをお預あづけになりましたが、ごらんのとおり、ほかに二タラントをもうけました』。 23主人しゅじんは彼かれに言いった、『良よい忠実ちゅうじつな僕しもべよ、よくやった。あなたはわずかなものに忠実ちゅうじつであったから、多おおくのものを管理かんりさせよう。主人しゅじんと一緒いっしょに喜よろこんでくれ』。 24一タラントを渡わたされた者ものも進すすみ出でて言いった、『ご主人様しゅじんさま、わたしはあなたが、まかない所ところから刈かり、散ちらさない所ところから集あつめる酷こくな人ひとであることを承知しょうちしていました。 25そこで恐おそろしさのあまり、行いって、あなたのタラントを地ちの中なかに隠かくしておきました。ごらんください。ここにあなたのお金かねがございます』。 26すると、主人しゅじんは彼かれに答こたえて言いった、『悪わるい怠惰たいだな僕しもべよ、あなたはわたしが、まかない所ところから刈かり、散ちらさない所ところから集あつめることを知しっているのか。 27それなら、わたしの金かねを銀行ぎんこうに預あづけておくべきであった。そうしたら、わたしは帰かえってきて、利子りしと一緒いっしょにわたしの金かねを返かえしてもらえたであろうに。 28さあ、そのタラントをこの者ものから取とりあげて、十タラントを持もっている者ものにやりなさい。 29おおよそ、持もっている人ひとは与あたえられて、いよいよ豊ゆたかになるが、持もっていない人ひとは、持もっているものまでも取とり上あげられるであろう。 30この役やくに立たたない僕しもべを外そとの暗くらい所ところに追おい出だすがよい。彼かれは、そこで泣なき叫さけんだり、歯はがみをしたりするであろう』。
    


    
      31人ひとの子こが栄光えいこうの中なかにすべての御使みつかいたちを従したがえて来くるとき、彼かれはその栄光えいこうの座ざにつくであろう。 32そして、すべての国民こくみんをその前まえに集あつめて、羊飼ひつじかいが羊ひつじとやぎとを分わけるように、彼かれらをより分わけ、 33羊ひつじを右みぎに、やぎを左ひだりにおくであろう。 34そのとき、王おうは右みぎにいる人々ひとびとに言いうであろう、『わたしの父ちちに祝福しゅくふくされた人ひとたちよ、さあ、世よの初はじめからあなたがたのために用意よういされている御国みくにを受うけつぎなさい。 35あなたがたは、わたしが空腹くうふくのときに食たべさせ、かわいていたときに飲のませ、旅人たびびとであったときに宿やどを貸かし、 36裸はだかであったときに着きせ、病気びょうきのときに見舞みまい、獄ごくにいたときに尋たずねてくれたからである』。 37そのとき、正ただしい者ものたちは答こたえて言いうであろう、『主しゅよ、いつ、わたしたちは、あなたが空腹くうふくであるのを見みて食物しょくもつをめぐみ、かわいているのを見みて飲のませましたか。 38いつあなたが旅人たびびとであるのを見みて宿やどを貸かし、裸はだかなのを見みて着きせましたか。 39また、いつあなたが病気びょうきをし、獄ごくにいるのを見みて、あなたの所ところに参まいりましたか』。 40すると、王おうは答こたえて言いうであろう、『あなたがたによく言いっておく。わたしの兄弟きょうだいであるこれらの最もっとも小ちいさい者もののひとりにしたのは、すなわち、わたしにしたのである』。 41それから、左ひだりにいる人々ひとびとにも言いうであろう、『のろわれた者ものどもよ、わたしを離はなれて、悪魔あくまとその使つかいたちとのために用意よういされている永遠えいえんの火ひにはいってしまえ。 42あなたがたは、わたしが空腹くうふくのときに食たべさせず、かわいていたときに飲のませず、 43旅人たびびとであったときに宿やどを貸かさず、裸はだかであったときに着きせず、また病気びょうきのときや、獄ごくにいたときに、わたしを尋たずねてくれなかったからである』。 44そのとき、彼かれらもまた答こたえて言いうであろう、『主しゅよ、いつ、あなたが空腹くうふくであり、かわいておられ、旅人たびびとであり、裸はだかであり、病気びょうきであり、獄ごくにおられたのを見みて、わたしたちはお世話せわをしませんでしたか』。 45そのとき、彼かれは答こたえて言いうであろう、『あなたがたによく言いっておく。これらの最もっとも小ちいさい者もののひとりにしなかったのは、すなわち、わたしにしなかったのである』。 46そして彼かれらは永遠えいえんの刑罰けいばつを受うけ、正ただしい者ものは永遠えいえんの生命せいめいに入いるであろう」。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1イエスはこれらの言葉ことばをすべて語かたり終おえてから、弟子でしたちに言いわれた。 2「あなたがたが知しっているとおり、ふつかの後のちには過越すぎこしの祭まつりになるが、人ひとの子こは十字架じゅうじかにつけられるために引ひき渡わたされる」。 3そのとき、祭司長さいしちょうたちや民たみの長老ちょうろうたちが、カヤパという大祭司だいさいしの中庭なかにわに集あつまり、 4策略さくりゃくをもってイエスを捕とらえて殺ころそうと相談そうだんした。 5しかし彼かれらは言いった、「祭まつりの間あいだはいけない。民衆みんしゅうの中なかに騒さわぎが起おこるかも知しれない」。
    


    
      6さて、イエスがベタニヤで、らい病人びょうにんシモンの家いえにおられたとき、 7ひとりの女おんなが、高価こうかな香油こうゆが入いれてある石膏せっこうのつぼを持もってきて、イエスに近寄ちかより、食事しょくじの席せきについておられたイエスの頭あたまに香油こうゆを注そそぎかけた。 8すると、弟子でしたちはこれを見みて憤いきどおって言いった、「なんのためにこんなむだ使づかいをするのか。 9それを高たかく売うって、貧まずしい人ひとたちに施ほどこすことができたのに」。 10イエスはそれを聞きいて彼かれらに言いわれた、「なぜ、女おんなを困こまらせるのか。わたしによい事ことをしてくれたのだ。 11貧まずしい人ひとたちはいつもあなたがたと一緒いっしょにいるが、わたしはいつも一緒いっしょにいるわけではない。 12この女おんながわたしのからだにこの香油こうゆを注そそいだのは、わたしの葬ほうむりの用意よういをするためである。 13よく聞ききなさい。全ぜん世界せかいのどこででも、この福音ふくいんが宣のべ伝つたえられる所ところでは、この女おんなのした事ことも記念きねんとして語かたられるであろう」。
    


    
      14時ときに、十二弟子でしのひとりイスカリオテのユダという者ものが、祭司長さいしちょうたちのところに行いって 15言いった、「彼かれをあなたがたに引ひき渡わたせば、いくらくださいますか」。すると、彼かれらは銀貨ぎんか三十枚まいを彼かれに支払しはらった。 16その時ときから、ユダはイエスを引ひきわたそうと、機会きかいをねらっていた。
    


    
      17さて、除酵祭じょこうさいの第だい一日にちに、弟子でしたちはイエスのもとにきて言いった、「過越すぎこしの食事しょくじをなさるために、わたしたちはどこに用意よういをしたらよいでしょうか」。 18イエスは言いわれた、「市内しないにはいり、かねて話はなしてある人ひとの所ところに行いって言いいなさい、『先生せんせいが、わたしの時ときが近ちかづいた、あなたの家いえで弟子でしたちと一緒いっしょに過越すぎこしを守まもろうと、言いっておられます』」。 19弟子でしたちはイエスが命めいじられたとおりにして、過越すぎこしの用意よういをした。
    


    
      20夕方ゆうがたになって、イエスは十二弟子でしと一緒いっしょに食事しょくじの席せきにつかれた。 21そして、一同いちどうが食事しょくじをしているとき言いわれた、「特とくにあなたがたに言いっておくが、あなたがたのうちのひとりが、わたしを裏切うらぎろうとしている」。 22弟子でしたちは非常ひじょうに心配しんぱいして、つぎつぎに「主しゅよ、まさか、わたしではないでしょう」と言いい出だした。 23イエスは答こたえて言いわれた、「わたしと一緒いっしょに同おなじ鉢はちに手てを入いれている者ものが、わたしを裏切うらぎろうとしている。 24たしかに人ひとの子こは、自分じぶんについて書かいてあるとおりに去さって行いく。しかし、人ひとの子こを裏切うらぎるその人ひとは、わざわいである。その人ひとは生うまれなかった方ほうが、彼かれのためによかったであろう」。 25イエスを裏切うらぎったユダが答こたえて言いった、「先生せんせい、まさか、わたしではないでしょう」。イエスは言いわれた、「いや、あなただ」。
    


    
      26一同いちどうが食事しょくじをしているとき、イエスはパンを取とり、祝福しゅくふくしてこれをさき、弟子でしたちに与あたえて言いわれた、「取とって食たべよ、これはわたしのからだである」。 27また杯さかずきを取とり、感謝かんしゃして彼かれらに与あたえて言いわれた、「みな、この杯さかずきから飲のめ。 28これは、罪つみのゆるしを得えさせるようにと、多おおくの人ひとのために流ながすわたしの契約けいやくの血ちである。 29あなたがたに言いっておく。わたしの父ちちの国くにであなたがたと共ともに、新あたらしく飲のむその日ひまでは、わたしは今後こんご決けっして、ぶどうの実みから造つくったものを飲のむことをしない」。
    


    
      30彼かれらは、さんびを歌うたった後のち、オリブ山やまへ出でかけて行いった。
    


    
      31そのとき、イエスは弟子でしたちに言いわれた、「今夜こんや、あなたがたは皆みなわたしにつまずくであろう。『わたしは羊飼ひつじかいを打うつ。そして、羊ひつじの群むれは散ちらされるであろう』と、書かいてあるからである。 32しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより先さきにガリラヤへ行いくであろう」。 33するとペテロはイエスに答こたえて言いった、「たとい、みんなの者ものがあなたにつまずいても、わたしは決けっしてつまずきません」。 34イエスは言いわれた、「よくあなたに言いっておく。今夜こんや、鶏にわとりが鳴なく前まえに、あなたは三度どわたしを知しらないと言いうだろう」。 35ペテロは言いった、「たといあなたと一緒いっしょに死しなねばならなくなっても、あなたを知しらないなどとは、決けっして申もうしません」。弟子でしたちもみな同おなじように言いった。
    


    
      36それから、イエスは彼かれらと一緒いっしょに、ゲツセマネという所ところへ行いかれた。そして弟子でしたちに言いわれた、「わたしが向むこうへ行いって祈いのっている間あいだ、ここにすわっていなさい」。 37そしてペテロとゼベダイの子こふたりとを連つれて行いかれたが、悲かなしみを催もよおしまた悩なやみはじめられた。 38そのとき、彼かれらに言いわれた、「わたしは悲かなしみのあまり死しぬほどである。ここに待まっていて、わたしと一緒いっしょに目めをさましていなさい」。 39そして少すこし進すすんで行いき、うつぶしになり、祈いのって言いわれた、「わが父ちちよ、もしできることでしたらどうか、この杯さかずきをわたしから過すぎ去さらせてください。しかし、わたしの思おもいのままにではなく、みこころのままになさって下ください」。 40それから、弟子でしたちの所ところにきてごらんになると、彼かれらが眠ねむっていたので、ペテロに言いわれた、「あなたがたはそんなに、ひと時ときもわたしと一緒いっしょに目めをさましていることが、できなかったのか。 41誘惑ゆうわくに陥おちいらないように、目めをさまして祈いのっていなさい。心こころは熱ねっしているが、肉体にくたいが弱よわいのである」。 42また二度目どめに行いって、祈いのって言いわれた、「わが父ちちよ、この杯さかずきを飲のむほかに道みちがないのでしたら、どうか、みこころが行おこなわれますように」。 43またきてごらんになると、彼かれらはまた眠ねむっていた。その目めが重おもくなっていたのである。 44それで彼かれらをそのままにして、また行いって、三度目どめに同おなじ言葉ことばで祈いのられた。 45それから弟子でしたちの所ところに帰かえってきて、言いわれた、「まだ眠ねむっているのか、休やすんでいるのか。見みよ、時ときが迫せまった。人ひとの子こは罪人つみびとらの手てに渡わたされるのだ。 46立たて、さあ行いこう。見みよ、わたしを裏切うらぎる者ものが近ちかづいてきた」。
    


    
      47そして、イエスがまだ話はなしておられるうちに、そこに、十二弟子でしのひとりのユダがきた。また祭司長さいしちょう、民たみの長老ちょうろうたちから送おくられた大おおぜいの群衆ぐんしゅうも、剣けんと棒ぼうとを持もって彼かれについてきた。 48イエスを裏切うらぎった者ものが、あらかじめ彼かれらに、「わたしの接吻せっぷんする者ものが、その人ひとだ。その人ひとをつかまえろ」と合図あいずをしておいた。 49彼かれはすぐイエスに近寄ちかより、「先生せんせい、いかがですか」と言いって、イエスに接吻せっぷんした。 50しかし、イエスは彼かれに言いわれた、「友ともよ、なんのためにきたのか」。このとき、人々ひとびとが進すすみ寄よって、イエスに手てをかけてつかまえた。 51すると、イエスと一緒いっしょにいた者もののひとりが、手てを伸のばして剣けんを抜ぬき、そして大祭司だいさいしの僕しもべに切きりかかって、その片耳かたみみを切きり落おとした。 52そこで、イエスは彼かれに言いわれた、「あなたの剣けんをもとの所ところにおさめなさい。剣けんをとる者ものはみな、剣けんで滅ほろびる。 53それとも、わたしが父ちちに願ねがって、天てんの使つかいたちを十二軍団ぐんだん以上いじょうも、今いまつかわしていただくことができないと、あなたは思おもうのか。 54しかし、それでは、こうならねばならないと書かいてある聖書せいしょの言葉ことばは、どうして成就じょうじゅされようか」。 55そのとき、イエスは群衆ぐんしゅうに言いわれた、「あなたがたは強盗ごうとうにむかうように、剣けんや棒ぼうを持もってわたしを捕とらえにきたのか。わたしは毎日まいにち、宮みやですわって教おしえていたのに、わたしをつかまえはしなかった。 56しかし、すべてこうなったのは、預言者よげんしゃたちの書かいたことが、成就じょうじゅするためである」。そのとき、弟子でしたちは皆みなイエスを見捨みすてて逃にげ去さった。
    


    
      57さて、イエスをつかまえた人ひとたちは、大祭司だいさいしカヤパのところにイエスを連つれて行いった。そこには律法りっぽう学者がくしゃ、長老ちょうろうたちが集あつまっていた。 58ペテロは遠とおくからイエスについて、大祭司だいさいしの中庭なかにわまで行いき、そのなりゆきを見みとどけるために、中なかにはいって下役したやくどもと一緒いっしょにすわっていた。 59さて、祭司長さいしちょうたちと全ぜん議会ぎかいとは、イエスを死刑しけいにするため、イエスに不利ふりな偽証ぎしょうを求もとめようとしていた。 60そこで多おおくの偽証者ぎしょうしゃが出でてきたが、証拠しょうこがあがらなかった。しかし、最後さいごにふたりの者ものが出でてきて 61言いった、「この人ひとは、わたしは神かみの宮みやを打うちこわし、三日かの後のちに建たてることができる、と言いいました」。 62すると、大祭司だいさいしが立たち上あがってイエスに言いった、「何なにも答こたえないのか。これらの人々ひとびとがあなたに対たいして不利ふりな証言しょうげんを申もうし立たてているが、どうなのか」。 63しかし、イエスは黙だまっておられた。そこで大祭司だいさいしは言いった、「あなたは神かみの子こキリストなのかどうか、生いける神かみに誓ちかってわれわれに答こたえよ」。 64イエスは彼かれに言いわれた、「あなたの言いうとおりである。しかし、わたしは言いっておく。あなたがたは、間まもなく、人ひとの子こが力ちからある者ものの右みぎに座ざし、天てんの雲くもに乗のって来くるのを見みるであろう」。 65すると、大祭司だいさいしはその衣ころもを引ひき裂さいて言いった、「彼かれは神かみを汚けがした。どうしてこれ以上いじょう、証人しょうにんの必要ひつようがあろう。あなたがたは今いまこのけがし言ごとを聞きいた。 66あなたがたの意見いけんはどうか」。すると、彼かれらは答こたえて言いった、「彼かれは死しに当あたるものだ」。 67それから、彼かれらはイエスの顔かおにつばきをかけて、こぶしで打うち、またある人ひとは手てのひらでたたいて言いった、 68「キリストよ、言いいあててみよ、打うったのはだれか」。
    


    
      69ペテロは外そとで中庭なかにわにすわっていた。するとひとりの女中じょちゅうが彼かれのところにきて、「あなたもあのガリラヤ人びとイエスと一緒いっしょだった」と言いった。 70するとペテロは、みんなの前まえでそれを打うち消けして言いった、「あなたが何なにを言いっているのか、わからない」。 71そう言いって入口いりぐちの方ほうに出でて行いくと、ほかの女中じょちゅうが彼かれを見みて、そこにいる人々ひとびとにむかって、「この人ひとはナザレ人びとイエスと一緒いっしょだった」と言いった。 72そこで彼かれは再ふたたびそれを打うち消けして、「そんな人ひとは知しらない」と誓ちかって言いった。 73しばらくして、そこに立たっていた人々ひとびとが近寄ちかよってきて、ペテロに言いった、「確たしかにあなたも彼かれらの仲間なかまだ。言葉ことばづかいであなたのことがわかる」。 74彼かれは「その人ひとのことは何なにも知しらない」と言いって、激はげしく誓ちかいはじめた。するとすぐ鶏にわとりが鳴ないた。 75ペテロは「鶏にわとりが鳴なく前まえに、三度どわたしを知しらないと言いうであろう」と言いわれたイエスの言葉ことばを思おもい出だし、外そとに出でて激はげしく泣ないた。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1夜よが明あけると、祭司長さいしちょうたち、民たみの長老ちょうろうたち一同いちどうは、イエスを殺ころそうとして協議きょうぎをこらした上うえ、 2イエスを縛しばって引ひき出だし、総督そうとくピラトに渡わたした。
    


    
      3そのとき、イエスを裏切うらぎったユダは、イエスが罪つみに定さだめられたのを見みて後悔こうかいし、銀貨ぎんか三十枚まいを祭司長さいしちょう、長老ちょうろうたちに返かえして 4言いった、「わたしは罪つみのない人ひとの血ちを売うるようなことをして、罪つみを犯おかしました」。しかし彼かれらは言いった、「それは、われわれの知しったことか。自分じぶんで始末しまつするがよい」。 5そこで、彼かれは銀貨ぎんかを聖所せいじょに投なげ込こんで出でて行いき、首くびをつって死しんだ。 6祭司長さいしちょうたちは、その銀貨ぎんかを拾ひろいあげて言いった、「これは血ちの代価だいかだから、宮みやの金庫きんこに入いれるのはよくない」。 7そこで彼かれらは協議きょうぎの上うえ、外国がいこく人ひとの墓地ぼちにするために、その金かねで陶器とうき師しの畑はたけを買かった。 8そのために、この畑はたけは今日きょうまで血ちの畑はたけと呼よばれている。 9こうして預言者よげんしゃエレミヤによって言いわれた言葉ことばが、成就じょうじゅしたのである。すなわち、「彼かれらは、値ねをつけられたもの、すなわち、イスラエルの子こらが値ねをつけたものの代価だいか、銀貨ぎんか三十を取とって、 10主しゅがお命めいじになったように、陶器とうき師しの畑はたけの代価だいかとして、その金かねを与あたえた」。
    


    
      11さて、イエスは総督そうとくの前まえに立たたれた。すると総督そうとくはイエスに尋たずねて言いった、「あなたがユダヤ人じんの王おうであるか」。イエスは「そのとおりである」と言いわれた。 12しかし、祭司長さいしちょう、長老ちょうろうたちが訴うったえている間あいだ、イエスはひと言こともお答こたえにならなかった。 13するとピラトは言いった、「あんなにまで次々つぎつぎに、あなたに不利ふりな証言しょうげんを立たてているのが、あなたには聞きこえないのか」。 14しかし、総督そうとくが非常ひじょうに不思議ふしぎに思おもったほどに、イエスは何なにを言いわれても、ひと言こともお答こたえにならなかった。 15さて、祭まつりのたびごとに、総督そうとくは群衆ぐんしゅうが願ねがい出でる囚人しゅうじんひとりを、ゆるしてやる慣例かんれいになっていた。 16ときに、バラバという評判ひょうばんの囚人しゅうじんがいた。 17それで、彼かれらが集あつまったとき、ピラトは言いった、「おまえたちは、だれをゆるしてほしいのか。バラバか、それとも、キリストといわれるイエスか」。 18彼かれらがイエスを引ひきわたしたのは、ねたみのためであることが、ピラトにはよくわかっていたからである。 19また、ピラトが裁判さいばんの席せきについていたとき、その妻つまが人ひとを彼かれのもとにつかわして、「あの義人ぎじんには関係かんけいしないでください。わたしはきょう夢ゆめで、あの人ひとのためにさんざん苦くるしみましたから」と言いわせた。 20しかし、祭司長さいしちょう、長老ちょうろうたちは、バラバをゆるして、イエスを殺ころしてもらうようにと、群衆ぐんしゅうを説とき伏ふせた。 21総督そうとくは彼かれらにむかって言いった、「ふたりのうち、どちらをゆるしてほしいのか」。彼かれらは「バラバの方ほうを」と言いった。 22ピラトは言いった、「それではキリストといわれるイエスは、どうしたらよいか」。彼かれらはいっせいに「十字架じゅうじかにつけよ」と言いった。 23しかし、ピラトは言いった、「あの人ひとは、いったい、どんな悪事あくじをしたのか」。すると彼かれらはいっそう激はげしく叫さけんで、「十字架じゅうじかにつけよ」と言いった。 24ピラトは手てのつけようがなく、かえって暴動ぼうどうになりそうなのを見みて、水みずを取とり、群衆ぐんしゅうの前まえで手てを洗あらって言いった、「この人ひとの血ちについて、わたしには責任せきにんがない。おまえたちが自分じぶんで始末しまつをするがよい」。 25すると、民衆みんしゅう全体ぜんたいが答こたえて言いった、「その血ちの責任せきにんは、われわれとわれわれの子孫しそんの上うえにかかってもよい」。 26そこで、ピラトはバラバをゆるしてやり、イエスをむち打うったのち、十字架じゅうじかにつけるために引ひきわたした。
    


    
      27それから総督そうとくの兵士へいしたちは、イエスを官邸かんていに連つれて行いって、全ぜん部隊ぶたいをイエスのまわりに集あつめた。 28そしてその上着うわぎをぬがせて、赤あかい外套がいとうを着きせ、 29また、いばらで冠かんむりを編あんでその頭あたまにかぶらせ、右みぎの手てには葦あしの棒ぼうを持もたせ、それからその前まえにひざまずき、嘲弄ちょうろうして、「ユダヤ人じんの王おう、ばんざい」と言いった。 30また、イエスにつばきをかけ、葦あしの棒ぼうを取とりあげてその頭あたまをたたいた。 31こうしてイエスを嘲弄ちょうろうしたあげく、外套がいとうをはぎ取とって元もとの上着うわぎを着きせ、それから十字架じゅうじかにつけるために引ひき出だした。
    


    
      32彼かれらが出でて行いくと、シモンという名なのクレネ人びとに出会であったので、イエスの十字架じゅうじかを無理むりに負おわせた。 33そして、ゴルゴタ、すなわち、されこうべの場ば、という所ところにきたとき、 34彼かれらはにがみをまぜたぶどう酒しゅを飲のませようとしたが、イエスはそれをなめただけで、飲のもうとされなかった。 35彼かれらはイエスを十字架じゅうじかにつけてから、くじを引ひいて、その着物きものを分わけ、 36そこにすわってイエスの番ばんをしていた。 37そしてその頭あたまの上うえの方ほうに、「これはユダヤ人じんの王おうイエス」と書かいた罪状ざいじょう書がきをかかげた。 38同時どうじに、ふたりの強盗ごうとうがイエスと一緒いっしょに、ひとりは右みぎに、ひとりは左ひだりに、十字架じゅうじかにつけられた。 39そこを通とおりかかった者ものたちは、頭あたまを振ふりながら、イエスをののしって 40言いった、「神殿しんでんを打うちこわして三日かのうちに建たてる者ものよ。もし神かみの子こなら、自分じぶんを救すくえ。そして十字架じゅうじかからおりてこい」。 41祭司長さいしちょうたちも同おなじように、律法りっぽう学者がくしゃ、長老ちょうろうたちと一緒いっしょになって、嘲弄ちょうろうして言いった、 42「他人たにんを救すくったが、自分じぶん自身じしんを救すくうことができない。あれがイスラエルの王おうなのだ。いま十字架じゅうじかからおりてみよ。そうしたら信しんじよう。 43彼かれは神かみにたよっているが、神かみのおぼしめしがあれば、今いま、救すくってもらうがよい。自分じぶんは神かみの子こだと言いっていたのだから」。 44一緒いっしょに十字架じゅうじかにつけられた強盗ごうとうどもまでも、同おなじようにイエスをののしった。
    


    
      45さて、昼ひるの十二時じから地上ちじょうの全面ぜんめんが暗くらくなって、三時じに及およんだ。 46そして三時じごろに、イエスは大声おおごえで叫さけんで、「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」と言いわれた。それは「わが神かみ、わが神かみ、どうしてわたしをお見捨みすてになったのですか」という意味いみである。 47すると、そこに立たっていたある人々ひとびとが、これを聞きいて言いった、「あれはエリヤを呼よんでいるのだ」。 48するとすぐ、彼かれらのうちのひとりが走はしり寄よって、海綿かいめんを取とり、それに酢すいぶどう酒しゅを含ふくませて葦あしの棒ぼうにつけ、イエスに飲のませようとした。 49ほかの人々ひとびとは言いった、「待まて、エリヤが彼かれを救すくいに来くるかどうか、見みていよう」。 50イエスはもう一度いちど大声おおごえで叫さけんで、ついに息いきをひきとられた。 51すると見みよ、神殿しんでんの幕まくが上うえから下したまで真二まっぷたつに裂さけた。また地震じしんがあり、岩いわが裂さけ、 52また墓はかが開あけ、眠ねむっている多おおくの聖徒せいとたちの死体したいが生いき返かえった。 53そしてイエスの復活ふっかつののち、墓はかから出でてきて、聖せいなる都みやこにはいり、多おおくの人ひとに現あらわれた。 54百卒長ひゃくそつちょう、および彼かれと一緒いっしょにイエスの番ばんをしていた人々ひとびとは、地震じしんや、いろいろのできごとを見みて非常ひじょうに恐おそれ、「まことに、この人ひとは神かみの子こであった」と言いった。 55また、そこには遠とおくの方ほうから見みている女おんなたちも多おおくいた。彼かれらはイエスに仕つかえて、ガリラヤから従したがってきた人ひとたちであった。 56その中なかには、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母ははマリヤ、またゼベダイの子こたちの母ははがいた。
    


    
      57夕方ゆうがたになってから、アリマタヤの金持かねもちで、ヨセフという名なの人ひとがきた。彼かれもまたイエスの弟子でしであった。 58この人ひとがピラトの所ところへ行いって、イエスのからだの引取ひきとりかたを願ねがった。そこで、ピラトはそれを渡わたすように命めいじた。 59ヨセフは死体したいを受うけ取とって、きれいな亜麻布あまぬのに包つつみ、 60岩いわを掘ほって造つくった彼かれの新あたらしい墓はかに納おさめ、そして墓はかの入口いりぐちに大おおきい石いしをころがしておいて、帰かえった。 61マグダラのマリヤとほかのマリヤとが、墓はかにむかってそこにすわっていた。
    


    
      62あくる日ひは準備じゅんびの日ひの翌日よくじつであったが、その日ひに、祭司長さいしちょう、パリサイ人びとたちは、ピラトのもとに集あつまって言いった、 63「長官ちょうかん、あの偽いつわり者ものがまだ生いきていたとき、『三日かの後のちに自分じぶんはよみがえる』と言いったのを、思おもい出だしました。 64ですから、三日か目めまで墓はかの番ばんをするように、さしずをして下ください。そうしないと、弟子でしたちがきて彼かれを盗ぬすみ出だし、『イエスは死人しにんの中なかから、よみがえった』と、民衆みんしゅうに言いいふらすかも知しれません。そうなると、みんなが前まえよりも、もっとひどくだまされることになりましょう」。 65ピラトは彼かれらに言いった、「番人ばんにんがいるから、行いってできる限かぎり、番ばんをさせるがよい」。 66そこで、彼かれらは行いって石いしに封印ふういんをし、番人ばんにんを置おいて墓はかの番ばんをさせた。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1さて、安息日あんそくにちが終おわって、週しゅうの初はじめの日ひの明あけ方がたに、マグダラのマリヤとほかのマリヤとが、墓はかを見みにきた。 2すると、大おおきな地震じしんが起おこった。それは主しゅの使つかいが天てんから下くだって、そこにきて石いしをわきへころがし、その上うえにすわったからである。 3その姿すがたはいなずまのように輝かがやき、その衣ころもは雪ゆきのように真白まっしろであった。 4見張みはりをしていた人ひとたちは、恐おそろしさの余あまり震ふるえあがって、死人しにんのようになった。 5この御使みつかいは女おんなたちにむかって言いった、「恐おそれることはない。あなたがたが十字架じゅうじかにおかかりになったイエスを捜さがしていることは、わたしにわかっているが、 6もうここにはおられない。かねて言いわれたとおりに、よみがえられたのである。さあ、イエスが納おさめられていた場所ばしょをごらんなさい。 7そして、急いそいで行いって、弟子でしたちにこう伝つたえなさい、『イエスは死人しにんの中なかからよみがえられた。見みよ、あなたがたより先さきにガリラヤへ行いかれる。そこでお会あいできるであろう』。あなたがたに、これだけ言いっておく」。 8そこで女おんなたちは恐おそれながらも大おお喜よろこびで、急いそいで墓はかを立たち去さり、弟子でしたちに知しらせるために走はしって行いった。 9すると、イエスは彼かれらに出会であって、「平安へいあんあれ」と言いわれたので、彼かれらは近寄ちかよりイエスのみ足あしをいだいて拝はいした。 10そのとき、イエスは彼かれらに言いわれた、「恐おそれることはない。行いって兄弟きょうだいたちに、ガリラヤに行いけ、そこでわたしに会あえるであろう、と告つげなさい」。
    


    
      11女おんなたちが行おこなっている間あいだに、番人ばんにんのうちのある人々ひとびとが都みやこに帰かえって、いっさいの出来事できごとを祭司長さいしちょうたちに話はなした。 12祭司長さいしちょうたちは長老ちょうろうたちと集あつまって協議きょうぎをこらし、兵卒へいそつたちにたくさんの金かねを与あたえて言いった、 13「『弟子でしたちが夜中よなかにきて、われわれの寝ねている間あいだに彼かれを盗ぬすんだ』と言いえ。 14万一まんいちこのことが総督そうとくの耳みみにはいっても、われわれが総督そうとくに説といて、あなたがたに迷惑めいわくが掛かからないようにしよう」。 15そこで、彼かれらは金かねを受うけ取とって、教おしえられたとおりにした。そしてこの話はなしは、今日きょうに至いたるまでユダヤ人じんの間あいだにひろまっている。
    


    
      16さて、十一人にんの弟子でしたちはガリラヤに行いって、イエスが彼かれらに行いくように命めいじられた山やまに登のぼった。 17そして、イエスに会あって拝はいした。しかし、疑うたがう者ものもいた。 18イエスは彼かれらに近ちかづいてきて言いわれた、「わたしは、天てんにおいても地ちにおいても、いっさいの権威けんいを授さづけられた。 19それゆえに、あなたがたは行いって、すべての国民こくみんを弟子でしとして、父ちちと子こと聖霊せいれいとの名なによって、彼かれらにバプテスマを施ほどこし、 20あなたがたに命めいじておいたいっさいのことを守まもるように教おしえよ。見みよ、わたしは世よの終おわりまで、いつもあなたがたと共ともにいるのである」。
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